
『
岩
手
毎
日
新
聞
』「
文
芸
欄
」
お
よ
び
関
連
記
事
に
見
る
文
化
伝
播
の
諸
相 

 

―
一
九
一
〇
年
代
の
文
学
・
美
術
、
及
び
文
化
の
動
向
、
宮
沢
賢
治
の
文
学
揺
籃
期
に
関
す
る
一
考
察
― 

秋
枝
美
保
・
谷
川
充
美  

 

岩
手
県
の
文
化
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
中
央
の
文
化
と
深
い
関
係
を
持
ち
、
文
学
で
は
石
川
啄
木
、
美
術
で
は
萬
鉄
五
郎
な
ど
が
出
て
、
日
本
文
化
史
に
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
与
え
て
い
る
。
中
央
と
地
方
の
文
化
交
流
を
媒
介
し
た
の
は
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
本
論
に
お
い
て
は
、
敏
腕
編
集
者
の
下
で
新
し
い
文
化
を
積
極
的
に
紙
面
に
掲

載
し
た
『
岩
手
毎
日
新
聞
』
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
当
時
の
新
し
い
文
化
伝
播
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
次
代
の
文
化
創
造
の
基
盤
を
究
明
す
る
。 

【
キ
ー
ワ
ー
ド 

岩
手
毎
日
新
聞 

フ
ュ
ウ
ザ
ン
会 

大
正
期
文
化
】 

 

は
じ
め
に 

 

秋
枝
は
、
宮
沢
賢
治
に
お
け
る
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
方
法
の
成
立

に
つ
い
て
論
じ
る
過
程
で
、
そ
の
方
法
が
同
時
代
の
美
術
に
お
け
る
表
現
革

命
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た(

注
１)

。
特
に
そ
の
表
現
革
命

に
は
、
岩
手
県
内
の
同
時
代
の
文
学(

短
歌)

活
動
と
、
後
期
印
象
派
を
受
容

し
て
独
自
の
画
風
を
打
ち
立
て
た
花
巻
市
出
身
の
萬
鉄
五
郎
の
画
論
と
に
、

深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
ら
の
活
発
な
動
き
は
、
い
ず

れ
も
『
岩
手
毎
日
新
聞
』
の
紙
上
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

『
岩
手
毎
日
新
聞
』(

一
八
九
九
年
・
明
治
三
十
二
年
二
月
創
刊
、
一
九
三

三
年
・
昭
和
八
年
四
月
廃
刊)

は
、
大
正
時
代
に
は
、
石
川
啄
木
の
詩
友
で
、

敏
腕
編
集
者
と
し
て
知
ら
れ
る
岡
山
不
衣
が
主
筆
と
し
て
在
籍
し
て
お
り
、

文
化
欄
の
充
実
に
は
眼
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
当
時
の
地
方
新
聞
の
文
化

動
向
を
知
る
こ
と
は
、
地
方
で
揺
籃
期
を
過
ご
し
た
文
学
者
た
ち
の
文
化
形

成
の
基
盤
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
作
家
達
は
、

郷
里
と
東
京
と
の
間
を
往
復
し
な
が
ら
、
両
方
の
文
化
的
背
景
の
中
で
そ
れ

ぞ
れ
表
現
活
動
の
立
ち
上
げ
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

前
掲
の
拙
論
に
お
い
て
は
、
宮
沢
賢
治
の
表
現
方
法
の
確
立
に
影
響
を
与

え
た
と
考
え
ら
れ
る
、
同
紙
掲
載
の
萬
の
画
論
「
友
人
の
批
評
に
答
へ
る
手

紙
」(

『
岩
手
毎
日
新
聞
』
一
九
一
三
年
・
大
正
二
年
一
月
一
日)

に
つ
い
て

言
及
し
た
。
萬
は
、
一
九
一
二
年
・
明
治
四
十
五
年
四
月
、
東
京
美
術
学
校

を
卒
業
後
、
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
で
の
活
動
を
通
し
て
後
期
印
象
派
の
影
響
の
下

で
新
た
な
表
現
を
生
み
出
す
途
次
に
あ
っ
た
が
、
一
九
一
四
年
・
大
正
三
年
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か
ら
郷
里
の
岩
手
県
花
巻
市
に
帰
省
し
て
自
ら
の
画
風
の
完
成
に
取
り
組
ん

だ
。『
岩
手
毎
日
新
聞
』
紙
上
に
お
い
て
は
、
こ
の
記
事
の
前
後
に
、
現
代
美

術
に
関
連
す
る
記
事
の
連
載
が
あ
る
。 

 

本
論
第
一
部
に
お
い
て
は
、『
岩
手
毎
日
新
聞
』
の
一
九
一
二
年
・
大
正
元

年
十
一
月
か
ら
の
美
術
関
連
記
事
を
取
り
上
げ
て
、
中
央
の
文
化
の
、
地
方

伝
播
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る(

秋
枝
担
当)

。
第
二
部
は
そ
れ
ら
の
文
化
活

動
に
お
け
る
文
化
人
の
交
流
の
様
相
か
ら
時
代
思
潮
の
一
端
を
明
ら
か
に
す

る(

谷
川
担
当)

。（「
は
じ
め
に
」・「
お
わ
り
に
」
は
秋
枝
担
当
） 

 

第
一
部 

『
岩
手
毎
日
新
聞
』
に
お
け
る
萬
鉄
五
郎
の
画
業
に
関
す
る
記
事 

 
 
 
 
 

―
後
期
印
象
派
の
受
容
と
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
活
動
と
の
関
連
― 

 

は
じ
め
に 

  

後
期
印
象
派
の
認
知
と
紹
介
に
つ
い
て
、
美
術
史
家
・
田
中
淳
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る(

注
２)

。 

 
 
 
 

一
九
一
〇
年
十
一
月
、
ロ
ン
ド
ン
の
グ
ラ
フ
ト
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
、M

a
n

et  
a
n

d
 

th
e  

P
ost

‐im
p
ression

ists  
と
題
さ
れ

た
展
覧
会
が
ひ
ら
か
れ
、
す
く
な
か
ら
ず
ロ
ン
ド
ン
の
美
術
界
の
話

題
と
な
っ
た
。 

そ
の
展
覧
会
の
内
容
は
、「
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
ゴ
ッ
ホ
、
セ
ザ
ン
ヌ
を
中
心
に
、

ス
ー
ラ
、
セ
ル
ジ
エ
、
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
、
ヴ
ァ
ロ
ッ
ト
ン
、
ル
ド
ン
、
さ

ら
に
、
二
十
世
紀
の
新
し
い
動
向
を
示
す
た
め
に
、
マ
ル
ケ
、
マ
ン
ギ
ャ
ン
、

ル
オ
ー
、
ヴ
ラ
マ
ン
ク
、
ド
ラ
ン
と
い
っ
た
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
の
画
家
た
ち

の
作
品
が
加
え
ら
れ
、
マ
チ
ス
、
ピ
カ
ソ
の
作
品
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
出

品
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
。 

 

こ
の
展
覧
会
の
内
容
は
、「
報
道
、
画
集
、
評
論
、
そ
し
て
複
製
図
版
を
と

お
し
て
、
日
本
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
」
と
し
、
そ
の
最
も
早
い
も
の

が
一
九
一
〇
年
十
二
月
十
日
『
萬
朝
報
』
で
の
「
倫
敦
雑
信 

本
社
特
約
通

信
員 

在
倫
敦 

ウ
オ
カ
ー
夫
人
」
の
文
章
で
あ
り
、
つ
い
で
一
九
一
一
年

八
月
『
早
稲
田
文
学
』
六
十
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
仲
田
勝
之
助
の
評
論
「
後

期
印
象
派
の
精
神
」、
さ
ら
に
一
九
一
二
年
四
月
創
刊
の
美
術
雑
誌
『
現
代
の

洋
画
』
の
四
、
五
号(

同
年
七
、
八
月)

に
掲
載
さ
れ
た
木
村
荘
八(

ペ
ン
ネ
ー

ム 

木
村
章)

の
「
後
期
印
象
派
の
画
家 

ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
」、「
後
期

印
象
派
の
画
家(

二)  

ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ー
ホ
」
と
い
う
記
事
だ
と
い
う
。 

 

そ
し
て
、
一
九
一
二
年
の
美
術
界
を
回
顧
す
る
一
九
一
三
年
正
月
の
『
萬

朝
報
』
の
記
事
を
、
次
の
よ
う
に
挙
げ
て
い
る
。 

 
 
 

ハ
イ
ン
ド
氏
の
『
ポ
ス
ト
・
ア
ン
プ
レ
ツ
シ
ョ
ニ
ス
ト
』
等
の
出
版

物
を
仲
介
と
し
て
後
印
象
派
の
紹
介
せ
ら
れ
、
併
せ
て
そ
の
作
風
の
流

入
し
た
る
は
特
筆
す
べ
き
、
昨
年
の
一
現
象
に
し
て
、
殊
に
わ
が
邦
の

洋
画
が
久
し
く
写
実
主
義
、
自
然
主
義
の
淵
に
沈
淪
し
て
、
そ
の
一
部

の
如
き
は
既
に
腐
水
を
見
る
の
折
り
か
ら
、
こ
の
派
の
主
張
は
実
に
頂

門
の
一
針
に
し
て
、
ひ
と
り
洋
画
の
み
な
ら
ず
、
美
術
界
通
じ
て
好
影

響
あ
る
べ
き
は
争
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。 

 

後
期
印
象
派
の
影
響
を
受
け
た
画
家
た
ち(

斎
藤
与
里
、
岸
田
劉
生
、
高
村

光
太
郎
な
ど)

は
、
一
九
一
二
年
・
大
正
元
年
九
月
に
「
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
」(

後

に
「
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
」
と
改
め
た)

と
い
う
美
術
集
団
を
結
成
し
、
十
月
十
五

日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
第
一
回
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展
を
開
催
し
た
（
会
場
は
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銀
座
の
読
売
新
聞
社
）。
一
九
一
三
年
・
大
正
二
年
三
月
十
一
日
か
ら
同
月
三

十
日
ま
で
第
二
回
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展
を
開
催
（
会
場
は
読
売
新
聞
社
）
し
、

同
年
五
月
二
十
五
日
に
解
散
が
決
定
し
て
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動

に
移
行
し
て
行
っ
た
。
こ
の
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
田
中
淳
の

著
書
に
詳
し
い(
注
３)

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
東
京
美
術
学
校
の
在
学
生
を
中

心
と
し
て
、
そ
れ
以
前
に
「
既
成
の
美
術
団
体
の
肥
大
化
と
固
定
化
に
対
す

る
、
青
年
画
家
た
ち
の
反
発
」
か
ら
な
っ
た
小
グ
ル
ー
プ
の
乱
立
が
あ
り
、

「「
後
期
印
象
派
」
絵
画
に
感
じ
取
っ
た
彼
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
集
ま
っ
た

と
き
、
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
、
運
動
体
と
な
っ
て
い
っ
た
」
の
で
は
な
い
か

と
し
て
い
る
。
一
九
一
二
年
・
大
正
元
年
十
一
月
に
は
雑
誌
『
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
』

を
刊
行
し
た
。 

 

田
中
は
、
こ
の
章
の
「
む
す
び
」
で
、
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
に
つ
い
て
「「
後
期

印
象
派
」
の
受
容
と
い
う
側
面
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
絵
画
の
影
響
が
日
本
に

最
初
に
あ
ら
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た

い
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
木
村
荘
八
の
評
論
活
動
と
創
作
を
検
証

し
た
結
果
、
そ
れ
ら
の
活
動
が
「
や
が
て
内
面
の
自
己
意
識
の
増
大
に
よ
っ

て
大
き
く
展
開
し
、
増
大
し
た
「
自
己
」
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、

「
後
期
印
象
派
」
絵
画
を
絶
対
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
」
と
、
そ
の

受
容
の
軌
跡
を
総
括
し
て
い
る
。
本
論
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
中
央
で
の
受

容
が
、
地
方
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
方
を
さ
れ
て
い
く
の
か
を
、

地
方
紙
『
岩
手
毎
日
新
聞
』
の
紙
面
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
。 

花
巻
市
出
身
の
画
家
・
萬
鉄
五
郎
は
、
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
有
力
メ
ン
バ
ー

の
一
人
で
あ
り
、
解
散
後
の
大
正
三
年
夏
頃
に
は
郷
里
花
巻
市
に
帰
省
し
、

大
正
五
年
一
月
に
上
京
す
る
ま
で
、
そ
こ
で
独
自
の
画
風
の
形
成
に
専
念
し

た
。
一
九
一
一
年
か
ら
、『
岩
手
毎
日
新
聞
』
で
は
、
萬
の
挿
画
が
頻
繁
に
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
画
業
に
関
す
る
批
評
文
も
多
く
見
ら
れ
る
。 

 

同
時
に
、
そ
の
表
現
革
命
が
文
学
に
も
影
響
を
与
え
て
お
り
、
県
下
の
文

学
活
動
の
新
し
い
動
き
に
つ
い
て
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
論
に
お
い
て
は
、
萬
へ
の
注
目
を
契
機
と

し
て
、
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
活
動
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
連
動
し
て
岩

手
県
内
の
文
化
活
動
が
活
発
化
し
た
様
を
、
同
紙
文
化
欄
の
記
事
か
ら
明
ら

か
に
す
る
。
そ
れ
は
、
大
正
後
期
に
新
た
な
表
現
を
生
み
出
し
て
行
く
宮
沢

賢
治
以
後
の
世
代
の
文
学
者
に
も
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
賢
治
の
作

品
に
つ
い
て
は
、
同
紙
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
年
）
に
〈
心
象
ス
ケ
ッ
チ

「
外
輪
山
」〉、
童
話
「
や
ま
な
し
」、
童
話
「
氷
河
鼠
の
毛
皮
」
が
掲
載
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
本
論
は
、
宮
沢
賢
治
の
周
辺
の
文
化
事
情
に
つ
い
て
、
宮

沢
賢
治
文
学
揺
籃
期
の
文
化
受
容
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。 

 

一
、
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
に
関
す
る
反
響
―
『
岩
手
毎
日
新
聞
』
紙
面
に
見
る
― 

  

田
中
に
よ
れ
ば
、「
第
一
回
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展
覧
会
目
録
」
に
は
三
三
人
の

名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
し
か
も
当
時
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た

出
品
作
品
と
の
異
動
が
あ
り
、「
実
際
に
出
品
し
た
画
家
の
数
以
上
に
声
を
か

け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
」
と
あ
る
。
そ
の
中
の
三
分
の
一
は
、

「
生
没
年
す
ら
不
詳
の
ま
ま
で
あ
る
」
と
あ
り
、「
寄
合
所
帯
」
的
な
性
格
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
展
覧
会
に
つ
い
て
の
紹
介
・
批
評
の
記
事
は
、
展
覧
会
開
始
の
翌
日

- 3 -



か
ら
『
読
売
新
聞
』
を
始
め
各
紙
に
出
て
お
り
、
一
般
か
ら
も
注
目
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
「
後
期
印
象
派
の
模
倣
」、「
子

供
の
悪
戯
」
と
い
っ
た
否
定
的
な
評
言
が
目
に
付
く
。
田
中
は
、
そ
れ
ら
の

批
評
記
事
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
「
後
期
印
象
派
」
絵
画
と
の
対
比
で
出
品

画
を
批
評
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
れ
は
「
後
期
印
象
派
」
と
い
う
言

葉
が
「
批
評
の
言
葉
」
と
し
て
使
用
さ
れ
た
最
初
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か

と
、
日
本
美
術
史
上
の
画
期
的
な
出
来
事
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
冷
静
で
客
観
的
な
批
評
を
述
べ
た
内
田
魯
庵
の
批
評
を
挙
げ
、「
オ
リ
ジ

ナ
リ
チ
ー
に
頗
る
欠
け
て
を
る
」
と
手
厳
し
い
批
判
を
述
べ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る(

『
読
売
新
聞
』
十
月
二
十
五
日)

・
二
十
六
日
）。 

 

田
中
が
著
書
の
序
論
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
後
期
印
象
派
」
の
受
容
は

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
行
わ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
本
家
本
元
の
文
脈
を
は

な
れ
て
、
波
及
し
た
側
の
文
脈
、
つ
ま
り
受
容
す
る
側
の
精
神
、
知
識
、
感

覚
、
感
情
な
ど
の
主
体
的
な
位
相
と
絵
画
表
現
と
の
問
題
と
し
て
受
け
と
ら

れ
て
い
く
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
中
央
画
壇
で
の
受
容
は
、
地
方
へ
と

波
紋
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

『
岩
手
毎
日
新
聞
』
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
半
月
遅
れ
で
関
連
記
事
が
次
々

に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
関
心
の
高
ま
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
記
事

に
刺
戟
さ
れ
る
よ
う
に
、
県
内
の
文
学
者
の
動
向
も
同
時
並
行
的
に
報
道
さ

れ
て
お
り
、
紙
面
全
般
に
総
合
的
な
表
現
革
命
の
様
相
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
萬
鉄
五
郎
に
関
す
る
記
事
で
最
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、『
岩
手
毎
日
新

聞
』
一
九
一
二
年
・
大
正
元
年
十
一
月
十
五
日
～
同
十
一
月
二
十
七
日
ま
で

連
載
さ
れ
た
、「
新
し
い
画
家
萬
君
」(

一)

～(

四)

と
題
し
た
紹
介
記
事
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
展
覧
会
を
実
見
せ
ず
、
文
献
か
ら
の
情
報
に
基
づ
い
て
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
連
載
記
事
の
前
後
に
、
下
記
の
よ
う
な
関
連
の
記
事
が
続
い
て
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
通
り
、
第
一
回
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展
が
、
十
月
十
五
日

か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
そ
の
会

期
中
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

大
正
元
年
十
一
月
二
日 

「
東
京
に
を
る
友
へ
」（
文
芸
欄
） 

 
 
 
 
 

十
一
月
七
日 

「
味
は
し
む
る
絵(

上)

」（
文
芸
欄
） 

 
 
 
 
 

十
一
月
八
日 

「
味
は
し
む
る
絵(

下)

」（
文
芸
欄
） 

 

十
一
月
十
三
日
「
風
景
」
萬
鉄
五
郎
氏
筆(

フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展
示

の
一
つ) 

 

十
一
月
十
五
日
～
十
一
月
二
十
七
日
ま
で
、「
新
し
い
画
家
萬

君
」(

一)

～(

四)

（
文
芸
欄
） 

 
 
 
 
 

十
二
月
二
十
四
日
「
新
ら
し
」
と
云
ふ
事(

文
芸
欄) 

こ
れ
ら
の
関
連
記
事
は
、
翌
一
九
一
三
年
・
大
正
二
年
前
半
期
ま
で
続
い
て

行
く
。 

 

大
正
二
年
一
月
一
日 

萬
鉄
五
郎
「
友
人
の
批
評
に
答
へ
る
手
紙
」（
一
一

面
） 

 
 
 
 
 

一
月
三
十
一
日 

金
田
一
陸
郎
「
京
の
友
人
へ(

上)

」（
文
芸
欄
） 

 
 
 
 
 

二
月
一
日 

同
上
「
京
の
友
人
へ(

下)

」（
文
芸
欄
） 

 
 
 
 
 
 

以
下
三
篇
は
「
創
刊
十
五
周
年
記
念
号
」
の
一
面 

三
月
二
十
五
日 

孤
杉
山
房
「
閑
日
記
」(

三
月
十
四
日)  

 

「
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会(

一)

」 

 
 
 
 
 

三
月
二
十
六
日 

孤
杉
山
房
「
閑
日
記
」(

三
月
十
四
日)  
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「
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会(

二)

」 

 
 
 
 
 

三
月
二
十
七
日 

孤
杉
山
房
「
閑
日
記
」(

三
月
十
四
日)  

 

「
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会(

三)

」 

「
京
の
友
人
へ
」
は
、
雑
誌
『
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
』
に
関
し
て
、「
閑
日
記
」
は
、

第
二
回
「
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
東

京
で
の
美
術
の
動
向
は
、
ほ
ぼ
同
時
に
岩
手
県
内
に
も
報
道
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

こ
れ
ら
の
記
事
を
見
る
と
、
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
絵
画
は
、
そ
の
画
期
的
な

表
現
の
あ
り
方
に
つ
い
て
物
議
を
か
も
し
、
大
き
く
扱
わ
れ
て
い
る
。 

 

先
ず
、
初
め
に
、「
文
芸
欄
」
に
お
い
て
作
品
を
紹
介
す
る
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。 

 

十
一
月
二
日
、「
光
鳥
生
」
著
「
東
京
に
を
る
友
へ
」
は
、
文
展
の
絵
に
関

心
が
な
い
こ
と
を
述
べ
る
一
方
、
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
萬
鉄
五
郎
を
紹
介
し
、

「
従
来
の
本
件
の
画
家
は
あ
ま
り
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
す
ぎ
た
様
で
し
た
が
萬
氏

の
よ
う
な
人
を
出
し
た
こ
と
を
大
変
気
持
よ
く
思
つ
て
ゐ
ま
す
。」と
好
意
的

に
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
絵
を
「
模
倣
」
だ
と
す
る
意
見
を
否
定
し
、「
そ
の

物
に
共
鳴
し
た
結
果
」
の
も
の
だ
と
弁
護
し
て
い
る
。
ま
た
、
佐
々
木
繁(

作

家)

が
萬
と
面
識
が
あ
る
こ
と
、
萬
の
絵
が
秋
田
雨
雀
の
と
こ
ろ
に
あ
る
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
展
覧
会
を
実
見
し
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

十
一
月
七
日
・
八
日
の
佐
藤
弧
葉
著
「
味
は
し
む
る
絵
」
に
お
い
て
は
、

絵
画
表
現
に
つ
い
て
独
自
の
評
言
か
ら
批
評
を
し
て
い
る
が
、
中
央
画
壇
の

批
評
を
自
分
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
絵
を
「
読
ま
し
む

る
絵
」・「
見
せ
し
む
る
絵
」・「
味
は
し
む
る
絵
」
の
三
種
に
分
け
、
絵
の
価

値
を
「
味
は
し
む
る
絵
」
に
置
い
て
お
り
、
そ
の
代
表
作
と
し
て
文
展
の
作

品
を
挙
げ
て
い
る
。
文
末
に
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
に
つ
い
て
の
評
価
を
段
下
げ
で

別
途
付
け
加
え
て
お
り
、
展
覧
会
を
実
見
せ
ず
、
内
田
魯
庵
な
ど
中
央
で
の

否
定
的
評
価
に
従
っ
て
い
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る
文
章
で
あ
る
。「
見
せ
し
む
る

絵
」
の
代
表
を
竹
久
夢
二
の
絵
と
し
、「
内
容
の
な
い
の
を
画
題
一
つ
で
無
理

に
読
ま
し
む
る
」
も
の
と
す
る
。
そ
れ
に
は
「
主
観
的
匂
ひ
―
自
人
格
―
内

容
と
か
い
ふ
も
の
」
が
貧
弱
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
見
せ
し
む

る
絵
」
は
、「
其
の
画
面
に
あ
ら
は
れ
た
画
そ
れ
自
身
よ
り
外
に
何
も
な
い
も

の
」、「
没
人
格
の
画
」
と
し
、「
写
真
と
何
の
選
ぶ
所
の
な
い
画
」、「
無
意
味

の
画
」
と
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
絵
と
は
「
も
つ
と
強
い
も
の
」「
チ
ャ
ー
ム
」
を
も
ち
、

「
人
を
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
述
べ
て
、「
人
を
し
て
力

を
思
は
し
め
一
種
い
は
れ
ぬ
感
情
―
僕
は
こ
れ
を
文
学
的
感
情
或
は
審
美
的

霊
感
と
で
も
い
ひ
度
い
―
を
抱
か
し
め
る
画
」
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
作
者
の
実
感
が
こ
も
つ
て
」
お
り
、
作
者
の
「
思
想

上
の
位
置
」「
気
分
」
の
状
態
が
現
れ
、「
主
調
、
ね
ら
ひ
所
」
も
す
べ
て
現

れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
内
容
の
充
実
し
た
画
」
で
あ
り
、
一
方
描
法
な

ど
そ
の
「
形
式
」
は
「
極
め
て
自
由
」
で
あ
り
、「
内
容
に
応
じ
た
作
者
の
偽

ら
ざ
る
形
式
の
下
に
現
れ
る
」
絵
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
「
想
ひ
の
動
く
画
」

「
主
調
の
生
き
た
画
」
と
し
て
、「
形
骸
的
の
画
」
で
は
な
く
、「
生
き
た
生

命
あ
る
画
」
だ
と
す
る
。
た
だ
、
こ
の
絵
は
鑑
賞
者
の
力
量
を
問
う
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
を
鑑
賞
し
よ
う
と
す
れ
ば
、「
因
襲
的
の
苦
し
い
鉄
鎖
を
は
な
れ

て
勃
興
す
る
気
分
で
生
き
た
画
の
国
に
達
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
て
い
る
。

作
者
の
思
想
、
主
調
、
気
分
、
生
命
と
い
っ
た
評
言
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、

作
者
の
主
観
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
受
容
す
る
鑑
賞
者
の
主
観
的
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働
き
か
け
を
重
視
す
る
論
調
と
な
っ
て
い
る
。 

 
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
絵
に
つ
い
て
は
、「
味
は
し
む
る
画
で
は
な
く
、
訴
ふ
る

画
で
あ
る
と
思
ふ
」
と
し
、「
少
し
デ
カ
ダ
ン
的
気
分
の
も
の
ゝ
や
う
に
思
は

れ
る
。
横
か
ら
観
察
し
て
ゐ
る
人
々
の
画
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
」
と
し

て
、「
も
う
少
し
徹
底
し
た
も
の
を
み
せ
ら
れ
な
い
う
ち
は
」「
雷
同
」
し
が

た
い
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
新
し
い
流
れ
に
棹
さ
し
て
ゐ
る
こ
と
だ
け
は

事
実
で
あ
る
」
と
、
そ
の
挑
戦
的
な
活
動
に
は
注
目
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
物
議
を
か
も
し
た
第
一
回
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展
で
展
示
さ
れ

た
萬
の
「
風
景
」
は
、
絵
画
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
紹
介
の
言
葉
が
付
さ
れ

て
い
る
。 

 

大
正
元
年
十
一
月
十
三
日
「
風
景
」
萬
鉄
五
郎
氏
筆(

引
用
者
注
―
第
一
回

ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展
示
の
一
つ) 

 
 

『
風
景
』 

萬
鉄
五
郎
氏
筆 

 
 
 

こ
の
画
は
本
県
土
澤
か
ら
出
た
新
し
い
画
家
萬
鉄
五
郎
氏
が
本
年
の

フ
ュ
ー
ザ
ン
会
に
出
陳
し
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
あ
る
人
は
こ
れ
を

見
て
、
子
供
の
い
た
づ
ら
の
や
う
だ
と
云
つ
た
。
又
あ
る
人
は
木
だ
か

家
だ
か
分
ら
な
い
と
云
つ
た
、
果
た
し
て
さ
う
で
あ
ら
う
か
、
果
た
し

て
子
供
の
い
た
づ
ら
か
、
木
だ
か
家
だ
か
分
ら
な
い
か
、
我
々
は
油
絵

と
云
へ
ば
、
写
真
の
や
う
に
見
え
る
も
の
と
心
得
て
ゐ
る
人
に
対
し
て

新
し
い
画
家
の
事
業
を
説
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

こ
れ
ら
の
紹
介
記
事
を
踏
ま
え
て
、
実
際
に
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展
で
の
萬
鉄

五
郎
の
絵
を
紙
面
に
掲
載
し
て
、
本
格
的
な
解
説
・
批
評
が
な
さ
れ
た
の
が

「
新
し
い
画
家
萬
君
」(

一)

～(

四)

の
連
載
記
事(

一
九
一
二
年
・
大
正
元
年

十
一
月
十
五
日
～
同
十
一
月
二
十
七
日)

と
い
え
る
。
執
筆
者
の
「
白
楊
屋
主

人
」
は
不
明
で
あ
る
が
、
美
術
史
の
専
門
用
語
を
踏
ま
え
て
の
解
説
と
な
っ

て
い
る
。
中
央
の
メ
デ
ィ
ア
の
批
評
を
受
け
て
、「
後
期
印
象
派
」
と
の
関
係

か
ら
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
筆
者
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
の
展
覧
会
を
実
見
し
て
の
文
章
で
は
な
い
。 

 

紙
面
に
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展
に
展
示
し
た
萬
の
画
を
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
一

般
読
者
か
ら
「
こ
れ
は
画
だ
ら
う
か
」「
子
供
で
も
描
け
さ
う
だ
」
と
い
っ
た

感
想
が
聞
か
れ
た
た
め
、「
こ
れ
が
画
だ
」「
然
も
新
し
い
我
が
岩
手
県
人
の

書
い
た
画
だ
」
と
解
説
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
フ
ュ
ウ

ザ
ン
会
の
人
々
の
画
は
「
一
般
の
承
認
」
は
お
ろ
か
、「
黒
人
仲
間
」
に
す
ら

疑
問
を
も
た
れ
て
い
る
様
だ
と
中
央
で
の
批
評
の
現
状
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
。
彼
ら
の
画
は
、「
後
期
印
象
派
」
と
い
う
部
類
に
入
る
が
、
あ
る
「
物

の
分
っ
た
人
」
の
言
に
よ
れ
ば
、「
日
本
の
画
か
き
を
啓
発
す
る
」
に
は
い
い

が
、「
後
期
印
象
派
」
の
「
模
倣
」
だ
け
で
、「
独
創
の
苦
し
み
を
経
た
も
の

で
な
い
な
ら
考
へ
も
の
だ
」
と
、
内
田
魯
庵
の
批
判
を
思
わ
せ
る
批
評
を
紹

介
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
期
印
象
派
の
画
自
体
が
「
芸
術
の
ほ
ん
と
の
道
」

で
あ
る
か
疑
問
で
あ
り
、
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
人
々
が
い
く
ら
「
真
実
の
共
鳴
」

を
見
出
し
た
と
し
て
も
「
畢
竟
笑
ふ
べ
き
こ
と
」
だ
と
問
題
提
起
を
し
た
う

え
で
、「
後
期
印
象
派
」
解
説
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。 

 

「
後
期
印
象
派
」
に
つ
い
て
は
、「
ポ
オ
ル
、
ゴ
オ
ガ
ン
。
ポ
オ
ル
、
セ
ザ

ン
ヌ
。
ヴ
ィ
ン
ツ
エ
ン
ト
、
ヴ
ァ
ン
、
ゴ
オ
ホ
。
ア
ン
リ
、
マ
チ
ス
。
こ
れ

等
の
画
家
は
い
ず
れ
も
後
期
印
象
派

ポ
ス
ト
ア
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト

画
家
の
翹
礎
な
の
で
あ
る
」
と
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
先
ず
は
こ
の
一
派
の
画
が
「
薪
ざ
ツ
ぽ
の
や
う
な
画
を
奨

励
す
る
流
派
か
」
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
と
し
、
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
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い
て
の
解
説
に
移
る
。 

 
(

二)

は
、「
仏
蘭
西
に
於
け
る
近
代
画
発
達
の
経
緯
」
を
常
套
的
に
説
明
し

て
い
る
。
近
代
画
の
始
ま
り
は
「
コ
ロ
ー
、
ミ
レ
ー
、
ク
ー
ル
ベ
ー
」
等
か

ら
始
ま
り
、
彼
ら
の
特
徴
は
「
そ
れ
以
前
、
物
象
の
形
骸
を
無
意
味
に
辿
っ

て
来
た
実
派
や
、
題
意
に
誇
張
を
加
へ
る
こ
と
を
意
と
し
な
い
人
々
に
対
し

て
光
線
、
空
気
等
を
重
ん
じ
、
且
つ
平
凡
な
題
材
を
平
凡
な
ま
ま
に
取
扱
ふ

自
然
主
義
の
行
き
方
を
と
る
」
と
こ
ろ
に
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
等
の
傾
向
は
、
し
か
し
一
面
「
写
実
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が

あ
る
」
が
、「
も
ッ
と
真
の
光
線
、
も
ッ
と
真
の
空
気
を
研
究
し
て
行
つ
た
」

「
エ
ヅ
ア
ー
ル
、
マ
ネ
ー
だ
の
、
ク
ロ
ー
ド
、
モ
ネ
ー
だ
の
」
は
、
同
じ
物

で
も
時
間
的
な
推
移
を
表
現
す
る
ほ
ど
に
、「
色
彩
感
覚
を
鋭
敏
に
し
た
」。

こ
れ
が
「
印
象
派
」
と
い
う
流
派
で
あ
っ
た
が
、「
後
期
印
象
派
は
之
を
発
達

点
に
し
て
更
に
一
層
の
痛
切
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。 

 

印
象
派
の
光
線
を
重
ん
じ
る
傾
向
は
、「
ヘ
ル
ホ
ル
ツ
な
ど
の
光
学
を
参
照

し
て
益
々
科
学
的
に
詳
細
な
研
究
の
歩
を
進
め
て
行
っ
た
が
」、「
そ
の
極
ま

る
処
は
必
ず
し
も
芸
術
的
に
物
象
の
生
命
を
把
握
す
る
所
以
で
は
な
」
く
、

そ
こ
に
「
自
然
の
生
命
に
沈
潜
す
る
方
法
」
に
「
一
転
機
」
を
見
出
す
こ
と

と
な
っ
た
と
い
う
。 

 
(

三)

は
、
後
期
印
象
派
の
方
法
の
開
発
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る
。
そ
の

き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
が
日
本
の
浮
世
絵
で
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
、
そ
れ
が

小
説
家
の
ゾ
ラ
や
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
紹
介
さ
れ
て
、
印
象
派
も
歌
麿
、
広
重
な

ど
に
影
響
さ
れ
る
所
が
多
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、「
浮
世
絵
作
家
の
、
単
純
大

胆
に
し
て
若
か
も
全
体
の
調
和
を
保
つ
た
手
法
」
が
「
意
味
深
く
な
が
め
ら

れ
」
た
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
新
印
象
派
」
の
「
煩
雑
な
色
の
研
究
よ
り

も
、
直
接
に
色
の
生
命
そ
の
も
の
に
ぶ
ッ
か
る
に
は
、
色
と
色
と
の
間
の
、

幾
十
百
の
段
階
は
む
し
ろ
邪
魔
に
な
る
。
そ
ん
な
も
の
が
間
に
は
さ
ま
れ
ば

挟
ま
る
程
、
色
の
生
命
に
対
す
る
把
握
が
第
一
義
的
で
な
く
な
る
」
と
思
い

つ
い
た
の
が
後
期
印
象
派
で
あ
っ
た
と
説
明
す
る
。 

 

そ
の
上
で
、
後
期
印
象
派
の
眼
目
を
「
在
来
の
作
家
が
殆
ど
全
力
を
挙
げ

て
物
象
の
空
気
や
光
線
の
表
は
れ
を
解
釈
し
て
ゐ
た
の
に
対
し
て
其
努
力
の

大
半
を
自
家
心
内
の
目
に
集
中
し
て
」、「
直
ち
に
自
分
と
云
ふ
も
の
ゝ
気
分

を
表
は
す
も
の
」
だ
と
す
る
。
こ
れ
を
言
い
換
え
て
、
そ
の
画
を
「
物
象
そ

の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、
そ
れ
と
共
に
自
分
自
身
で
あ
る
こ
と
が

最
も
必
要
だ
」
と
し
て
い
る
。
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
画
に
対
す
る
批
評
で
、
そ

の
作
品
が
「
区
々
」
で
「
一
つ
の
団
体
と
見
做
す
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
い

う
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
彼
等
一
人
ひ
と
り
の
主
張
が
異
な
る
か
ら
で
、
そ

こ
に
こ
そ
彼
ら
の
目
指
す
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
と
し
て
い
る
。 

 

そ
の
結
果
、「
自
分
の
気
分
を
尊
重
す
る
」
彼
ら
の
画
は
必
然
的
に
「
象
徴

的
に
な
っ
て
く
る
」
と
し
、「
遠
近
法
だ
の
、
始
め
か
ら
打
算
し
て
か
ゝ
る
調

和
だ
の
と
云
ふ
こ
と
は
、
如
何
に
も
愚
劣
極
ま
っ
た
事
に
違
い
な
い
」
と
、

画
の
あ
り
方
が
、
そ
れ
以
前
と
は
根
本
的
に
異
な
る
と
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
作
品
の
「
単
純
な
色
を
大
胆
な

手
法
で
塗
つ
て
ゐ
る
」
こ
と
の
所
以
を
説
明
す
る
。
萬
の
「
風
景
」
は
、
一

部
の
人
々
に
「
薪
ざ
つ
ぽ
と
見
誤
ら
れ
る
程
崩
れ
て
ゐ
る
」
が
、
そ
れ
は
、

彼
ら
が
「
成
心
を
離
れ
」、「
伝
習
を
脱
し
」
て
「
物
象
で
あ
り
同
時
に
自
分

で
あ
る
と
云
ふ
画
」
を
目
指
し
た
か
ら
だ
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。 

 
こ
こ
で
は
、
世
界
の
正
確
な
「
再
現
」
に
意
を
徹
し
て
取
り
組
ん
だ
印
象

派
、
新
印
象
派
に
対
し
て
、「
自
分
」
の
「
表
現
」
に
向
か
っ
た
後
期
印
象
派
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と
い
う
位
置
づ
け
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
説
で
使
わ
れ
て
い
る

「
自
己
の
気
分
」、「
物
象
で
あ
り
同
時
に
自
分
で
あ
る
」と
い
う
表
現
に
は
、

自
然
主
義
か
ら
大
正
期
文
化
の
特
徴
で
あ
る
自
我
へ
の
視
点
の
移
行
が
見
ら

れ
、
そ
れ
が
革
新
的
な
絵
画
表
現
の
批
評
文
受
容
か
ら
現
れ
て
い
る
こ
と
に

注
意
し
た
い
。 

 
(

四)

は
、
萬
の
履
歴
の
紹
介
と
、
同
年
春
東
京
で
開
か
れ
た
「
雑
草
会
」

の
展
覧
会
の
画
、「
風
景
」
に
つ
い
て
の
「
フ
ュ
ー
ザ
ン
会
に
於
け
る
中
心
人

物
斎
藤
与
里
氏
」
の
批
評
文(
初
出
不
明)

を
掲
出
し
、
そ
の
「
讃
辞
」
に
注

目
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
批
評
文
に
は
、
新
し
い
芸
術
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

明
確
な
姿
勢
が
現
れ
て
お
り
、
執
筆
者
の
評
言
が
中
央
画
壇
の
画
家
達
の
表

現
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 

萬
鉄
五
郎
氏
の
『
風
景
』
は
眼

ま
な
こ

の
鏡
に
映
つ
た
パ
ノ
ラ
マ
を
其
の

儘
カ
ン
バ
ス
に
復
写(

マ
マ)

し
た
と
云
ふ
よ
り
も
氏
の
芸
術
的
良
心
に

解
釈
さ
れ
た
全
く
氏
の
風
景
を
現
し
た
と
云
ふ
様
な
絵
で
氏
の
心
底
に

風
景
を
感
得
す
る
働
き
が
あ
つ
て
同
時
に
そ
れ
を
解
釈
す
る
芸
術
の
力

か
ら
生
ま
れ
た
様
な
処
が
、
他
の
二
枚
の
画
よ
り
も
活
々
し
て
ゐ
た
。 

私
が
『
風
景
』
を
心
持
好
く
感
じ
た
の
も
萬
氏
の
感
得
心
が
私─

私
は

私
の
事
ば
か
り
云
ふ─

を
感
じ
さ
せ
る
力
を
持
つ
て
働
い
て
ゐ
る
か
ら

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
口
に
云
へ
ば
新
し
い
萬
氏
の
風
景
を
見
せ

て
呉
れ
た
の
が
嬉
し
か
つ
た
の
で
あ
る
。
私
は
其
処
に
云
ふ
に
云
は
れ

な
い
尊
重
す
べ
き
芸
術
が
あ
る
の
だ
と
思
つ
て
ゐ
る
、
価
値
の
高
下
は

別
と
し
て
。(

傍
線
部
論
者) 

 

傍
線
部
の
よ
う
に
、萬
の
絵
が
評
価
さ
れ
る
の
は
、「
新
し
い
萬
氏
の
風
景
」

で
あ
る
か
ら
で
、
そ
れ
は
「
萬
氏
の
感
得
心
が
私
を
感
じ
さ
せ
る
力
を
持
つ

て
働
い
て
ゐ
る
」
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
実
現
し

た
の
は
「
氏
の
心
底
」
に
あ
る
「
風
景
を
感
得
す
る
働
き
」
に
よ
っ
て
感
得

さ
れ
た
風
景
が
同
時
に
「
芸
術
的
良
心
に
解
釈
さ
れ
」
て
描
か
れ
た
か
ら
だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、「
私
」
の
風
景
に
対
す
る
働
き
か
け
が
一

貫
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、「
眼
の
鏡
に
映

っ
た
」
風
景
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
る
こ
と
で
は
な
い
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。

「
芸
術
的
良
心
」
と
は
何
で
あ
る
か
、
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
印

象
派
か
ら
後
期
印
象
派
へ
と
、
絵
画
表
現
の
あ
り
方
の
変
化
が
、「
私
」
の
尊

重
と
い
う
理
念
で
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
文
学
研
究
者
の
側
か
ら
の
大
正
期
文
学
の
史
的
研
究

に
お
い
て
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
田
中
淳
は
、
前

掲
書
に
お
い
て
後
期
印
象
派
の
受
容
の
変
化
の
細
部
を
、
美
術
と
文
学
の
重

な
る
地
点
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
特
に
雑
誌
『
白
樺
』
で
行

わ
れ
た
「
絵
画
の
約
束
論
争
」(

一
九
一
一
年
・
明
治
四
十
四
年
六
月
か
ら
始

ま
る)

の
経
緯
と
雑
誌
『
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
』(

一
九
一
二
年
・
大
正
元
年
十
一
月

創
刊)

に
お
け
る
批
評
活
動
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
特
に
雑
誌
『
フ
ュ

ウ
ザ
ン
』
三
号(

一
九
一
三
年
・
大
正
二
年
二
月)

の
木
村
荘
八
の
、「
後
期
印

象
派
」
の
紹
介
文
に
注
目
し
、
そ
れ
が
単
な
る
紹
介
か
ら
、
礼
賛
へ
と
変
化

し
た
と
し
て
、
そ
こ
に
「
荘
八
の
自
己
意
識
の
拡
大
」
が
あ
っ
た
と
指
摘
し

て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
「
自
己
意
識
の
拡
大
」
が
、
同
人
及
び
そ
の
周
辺
に

ど
の
よ
う
に
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
が
重
要
で
あ
る
。 

『
岩
手
毎
日
新
聞
』
の
記
事
の
中
に
も
、
斎
藤
与
里
の
文
章
が
直
接
引
用

さ
れ
て
、
彼
ら
の
受
容
が
そ
の
ま
ま
「
後
期
印
象
派
」
の
絵
画
の
受
容
と
し
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て
受
け
取
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。
地
方
に
お
け
る
後
期
印
象
派
受
容

が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
っ
た
か
が
本
論
で
問
題
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
斎
藤
の
文
章
の
出
典
等
に
つ
い
て

調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
後
に
譲
り
た
い
。 

 

こ
れ
ら
種
々
の
批
評
に
対
し
て
、
萬
自
身
が
自
身
の
絵
に
つ
い
て
述
べ
た

の
が
「
友
人
の
批
評
に
答
へ
る
手
紙
」(

岩
手
毎
日
新
聞
大
正
二
年
一
月
一
日)

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
論
じ
た
の
で
詳
述
は
避
け
る
が
、
萬
の
文

章
に
お
い
て
は
、「
自
分
」「
私
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
観
念
的
に
述
べ
る
の

で
は
な
く
、
分
析
的
、
哲
学
的
に
述
べ
る
と
と
も
に
、
絵
画
執
筆
の
現
場
か

ら
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
萬
は
、
自
ら
の
表
現
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る(
注
４)
。 

 
 

私
達
は
自
然
に
対
し
て
居
る
事
か
ら
し
て
常
に
周
囲
と
い
う
も
の
が

我
々
を
取
捲
い
て
居
る
、
そ
こ
で
我
々
の
心
を
過
ぎ
る
何
物
か
が
あ
る

心
に
烙
印
を
捺
し
て
行
く
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
玆
に
私
が
心
と
い

っ
た
が
単
に
所
謂
精
神
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
精
神
肉
体
官
能
の
全

部
を
含
ん
だ
全
き
自
我
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
、
私
に
は
精
神
と
肉
体

と
を
別
々
の
も
の
と
し
て
離
し
て
考
え
る
事
は
出
来
な
い
。
今
此
の
自

我
の
全
的
存
在
を
仮
に
生
き
た
鏡
に
譬
え
る
事
が
出
来
る
な
ら
ば
自
然

の
姿
乃
至
人
事
の
状
態
を
明
か
に
写
す
事
が
可
能
で
あ
り
且
つ
瞬
間
の

連
続
を
記
憶
す
る
事
の
可
能
は
今
更
ら
し
く
言
う
迄
も
な
い
事
で
あ
る
。

私
は
此
の
働
き
を
簡
明
に
言
い
表
す
為
め
に
心
的
印
象
と
い
う
言
葉
を

借
る
。 

こ
の
文
章
の
中
で
、
萬
は
、
自
分
と
周
囲
と
の
間
で
「
我
々
の
心
に
烙
印
を

圧
し
て
い
く
も
の
が
あ
る
」
と
し
、
そ
の
「
こ
こ
ろ
」
と
は
精
神
の
み
を
意

味
す
る
の
で
は
な
く
、「
精
神
肉
体
官
能
を
含
ん
だ
全
き
自
我
」と
し
て
い
る
。

そ
の
自
我
の
全
的
存
在
を
「
鏡
」
に
た
と
え
て
、
そ
こ
に
「
自
然
の
姿
乃
至

人
事
の
状
態
を
明
ら
か
に
写
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
」
と
し
、
そ
の
瞬
間
の

連
続
を
記
憶
す
る
こ
と
の
可
能
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
、

そ
れ
を
「
心
的
印
象
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
再
現
す
る
た
め
に
「
ど
こ

迄
も
画
き
続
け
る
カ
ン
バ
ス
と
私
の
心
と
の
間
に
一
点
の
隙
も
見
出
せ
な
い

画
面
を
得
る
迄
は
筆
を
擱
く
事
を
し
な
い
。」
と
、
絵
を
書
く
こ
と
の
現
場
で

大
事
に
し
て
い
る
の
が
、
自
分
と
物
象
と
の
関
係
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に

述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
前
述
の
斎
藤
与
里
の
「
萬
氏
の
感
得
心
が
私
―

私
は
私
の
事
ば
か
り
云
ふ
―
を
感
じ
さ
せ
る
力
を
持
つ
て
働
い
て
ゐ
る
」
と

い
う
こ
と
、
ま
た
白
楊
屋
主
人
の
「
物
象
で
あ
り
同
時
に
自
分
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
か
を
、
か
な
り
明
確
に
分
析
し
て
述
べ
て
い
る

と
言
っ
て
良
い
。
斎
藤
が
否
定
し
た
「
眼
に
映
っ
た
パ
ノ
ラ
マ
」
の
再
現
と

い
う
こ
と
に
対
し
て
、「
自
我
の
全
的
存
在
」
を
「
鏡
」
と
し
て
そ
れ
に
「
写

し
た
」「
自
然
」・「
人
事
」
の
再
現
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
萬
の
画
論
の
眼
目
は

あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
が
自
然
主
義
的
な
写
実
と
の
違
い
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
は
自
己
の
内
面
の
再
現
と
い
う
こ
と
と
も
異
な
る
こ
と

に
注
意
し
て
お
き
た
い
。 

 

拙
論
に
お
い
て
は
、
宮
沢
賢
治
の
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
方
法
と
萬

の
言
う
「
心
的
印
象
」
と
の
共
通
性
を
論
じ
た
。
萬
の
絵
画
表
現
論
が
、
当

時
の
美
術
家
・
文
学
者
の
そ
れ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
か
、
さ
ら

な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。 

 
大
正
二
年
に
は
、
第
二
回
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展(

一
九
一
三
年
三
月
十
一
日
か

ら
同
月
三
十
日)

を
観
覧
し
て
の
鑑
賞
記
が
、
孤
杉
山
房
筆
「
閑
日
記
」「
フ
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ュ
ウ
ザ
ン
会(

一)

」
～
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会(

三)

」
と
題
し
て
三
月
二
十
五
日
か
ら

二
十
七
日
ま
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
自
身
に
よ
れ
ば
、「
絵
の
事
に
関
し

て
は
全
く
の
素
人
」
で
あ
り
、「
フ
ュ
ー
ザ
ン
会
一
派
の
所
謂
新
し
い
画
の
如

き
に
対
し
て
は
始
め
か
ら
、
怖
ぢ
気
を
振
つ
て
る
一
人
で
あ
る
が
、
恐
い
物

見
た
さ
の
好
奇
心
に
駆
ら
れ
て
」
出
か
け
た
と
い
う
も
の
で
、
当
時
の
文
化

人
の
一
つ
の
受
け
留
め
方
を
知
る
資
料
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
展

示
さ
れ
た
絵
画
に
つ
い
て
具
体
的
な
報
告
と
評
言
が
あ
る
。 

連
載
の
最
後
に
は
、「
フ
ュ
ー
ザ
ン
会
同
人
の
製
作
」
に
お
け
る
「
一
貫
し

て
ゐ
る
気
分
と
い
ふ
や
う
な
も
の
」
に
つ
い
て
総
括
し
て
い
る
。
同
人
の
作

品
に
統
一
し
た
主
義
は
な
く
、
そ
の
評
価
も
個
々
別
々
で
あ
る
が
、
共
通
す

る
も
の
と
し
て
「
現
状
打
破
の
叫
び
声
が
鋭
く
聞
か
れ
る
」
と
し
、「
従
来
の

何
等
の
実
感
に
も
根
底
を
描
か
ぬ
製
作
に
対
し
て
排
斥
の
声
を
雄
叫
し
て
ゐ

る
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
皆
之
れ
真
実
を
生
活
し
、
実
感
に
活
き
虚
偽

の
自
我
を
蛻
脱
し
て
彼
我
両
者
の
間
に
感
応
融
和
す
る
神
秘
を
探
つ
て
之
れ

を
カ
ン
バ
ス
の
上
に
発
表
し
よ
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
」
と
、
そ
の
制
作
の
姿

勢
に
関
し
て
、「
実
感
」「
自
我
」「
生
活
」
と
い
っ
た
評
語
に
よ
っ
て
こ
れ
を

評
価
し
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
評
者
の
評
言
に
連
動
し
た
評
価
と
い
え
る
。 

 

さ
ら
に
、
雑
誌
「
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
も

の
と
し
て
、
金
田
一
陸
郎
筆
「
京
の
友
人
へ
」
上
下(

大
正
二
年
一
月
三
十
一

日
・
二
月
一
日)

が
あ
る
。
金
田
一
陸
郎
は
不
明
で
あ
る
が
、
石
川
啄
木
関
連

の
記
事
に
も
名
前
が
出
て
く
る
地
域
の
文
化
人
の
一
人
で
あ
る
。「
ヒ
ュ
ー
ザ

ン
と
云
ふ
言
は
新
聞
或
は
雑
誌
で
早
く
か
ら
知
つ
て
ゐ
た
。」
と
あ
り
、
萬
鉄

五
郎
に
つ
い
て
は
、
岩
手
毎
日
新
聞
で
の
紹
介
で
知
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
萬
の
絵
に
つ
い
て
、「
毎
日
の
様
に
該
新
聞
に
は
原
始
的
な
書
振
り
の
画

を
掲
げ
て
ゐ
る
」
こ
と
、「
牛
十
題
」
の
こ
と
、「
友
人
の
批
評
に
答
へ
る
手

紙
」
の
こ
と
を
挙
げ
て
、「
と
に
か
く
新
し
い
人
だ
と
思
ふ
」
と
、
そ
の
存
在

の
新
し
さ
に
注
目
し
て
い
る
。 

 

雑
誌
「
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
」
に
関
す
る
評
言
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
斎
藤

与
里
の
詩
に
つ
い
て
の
感
想
で
あ
る
。
斎
藤
は
こ
の
号
に
は
画
を
発
表
し
て

お
ら
ず
、
詩
一
篇
し
か
掲
載
が
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
詩
に
つ
い
て

「
氏
の
画
に
よ
く
現
れ
て
る
原
始
的
な
気
分
は
詩
に
は
見
ら
れ
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。
雑
誌
「
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
」
に
は
、
画
家
が
絵
と
同
時
に
、
文
学
作

品
を
も
載
せ
て
お
り
、
評
言
の
革
新
が
、
絵
画
的
な
表
現
と
言
語
的
な
表
現

の
両
方
で
試
み
ら
れ
て
い
る
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

こ
の
文
章
は
身
辺
雑
記
風
の
文
章
で
あ
り
、
地
域
の
文
化
人
の
動
向
の
一

端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
も
あ
る
。「
北
国
の
Ｍ
市
」
に
い
た
時
の
体

験
の
中
か
ら
、
雑
誌
等
で
、「
後
期
印
象
派
」「
立
体
派
」「
未
来
派
」
な
ど
の

言
葉
を
知
り
、
そ
の
主
旨
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
に
理
解
し
て
い
た
こ
と
、
文

化
サ
ロ
ン
の
仲
間
の
中
で
、
ゴ
ー
ホ
、
セ
ザ
ン
ヌ
を
知
っ
た
こ
と
、
そ
の
中

の
洋
画
家
の
一
人
が
そ
れ
ら
の
絵
画
に
つ
い
て
自
ら
の
解
釈
を
述
べ
た
こ
と

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
仲
間
の
一
人
は
地
元
の
医
者
の
息
子
で
、
中
央
の
雑

誌
に
詩
や
小
説
を
投
稿
し
て
お
り
、
高
村
光
太
郎
を
崇
拝
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
雑
誌
「
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
」
を
横
に
お
い
て
詩
を
書

い
て
い
る
と
、
十
二
歳
の
少
女
が
そ
れ
を
開
い
て
み
て
驚
異
の
目
を
見
張
っ

て
い
る
と
い
っ
た
風
景
を
描
い
て
、
地
域
に
お
け
る
中
央
文
化
の
受
容
の
現

場
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
れ
ば
、
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
活
動
が
急
速

に
地
域
ま
で
拡
が
っ
て
行
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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二
、
萬
鉄
五
郎
の
挿
画 

  

こ
れ
ら
の
批
評
と
同
時
並
行
し
て
、
萬
鉄
五
郎
の
挿
画
の
連
載
が
続
い
て

い
る
。
特
に
大
正
元
年
十
月
四
日
に
は
、
萬
自
身
の
詞
書
が
付
さ
れ
た
上
野

公
園
の
樹
木
の
ス
ケ
ッ
チ
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
絵
の
批
評
と
同
時
に
萬
の

絵
そ
の
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の

絵
の
多
く
が
「
風
景
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
前
述
の
萬
自
身
の
評
論
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
画
家
と
外
界
と
の
関
係
を
定
位
し
よ
う
と
す
る
意
図

が
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

明
治
四
十
五
年
七
月
九
日 

 
 

「
曲
芸
師
」 

 
 
 
 
 
 
 

七
月
十
四
日 

 
「
有
楽
座
」 

 
 
 
 
 
 
 

七
月
二
十
四
日 

「
越
中
島
所
見
」 

 
 
 
 
 
 
 

七
月
二
十
七
日 

「
越
中
島
所
見(

二)

」 

 

大
正
元
年 

 

七
月
三
十
日 

 

「
少
女
」 

 
 
 
 
 
 
 

八
月
四
日 

 
 

「
越
中
島
所
見(
三)
」 

 
 
 
 
 
 
 

八
月
七
日 
 
 

「
越
中
島
所
見(

四)
」 

 
 
 
 
 
 
 

八
月
十
一
日 

 

「
越
中
島
所
見(

四)

」 

 
 
 
 
 
 
 

十
月
一
日 

 
 

「
上
野
公
園
に
て
」 

 
 
 
 
 
 
 

十
月
四
日 

 
 

(

上
野
公
園
の
ス
ケ
ッ
チ
だ
が
、
題
は
な

く
、
萬
の
詞
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。) 

 
 
 
 
 
 
 

十
月
六
日 

 
 

(

無
題) 

 
 
 
 
 
 
 

十
月
十
三
日 

 
(

無
題) 

 
 
 
 
 
 
 

十
月
二
十
日 

 

「
上
野
所
見
」 

 
 
 
 
 
 
 

十
月
二
十
七
日 

「
上
野
所
見
」 

 
 
 
 
 
 
 

十
一
月
十
三
日 

「
風
景
」 

 
 
 
 
 
 
 

十
二
月
十
一
日 

「
ダ
リ
ア
の
壷
」 

 
 
 
 
 
 
 

十
二
月
二
十
日 

「
風
景
」 

 

十
月
四
日
の
萬
の
詞
書
が
次
の
よ
う
に
附
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

私
は
時
々
疲
れ
た
脳
を
慰
す
べ
く
こ
の
公
園
に
散
歩
い
た
し
ま
す
。
老

樹
の
葉
の
一
つ
一
つ
は
既
に
黄
ば
ん
で
来
る
べ
き
沈
黙
の
姿
を
暗
示
し

日
光
は
地
上
を
微
か
に
温
め
盲
目
の
蟲
が
そ
の
下
で
ホ
ロ
ホ
ロ
と
鳴
い

て
ゐ
ま
す
。
江
戸
の
古
る
い
古
る
い
染
物
屋
の
店
の
隅
に
鳴
き
薬
種
問

屋
の
蔵
の
下
で
鳴
い
た
蟲(

上
野
公
園
に
て 

萬) 

こ
こ
に
は
、
彼
の
画
の
表
現
姿
勢
―
「
精
神
肉
体
官
能
の
全
部
を
含
ん
だ
全 

き
自
我
」
で
外
界
を
捉
え
る
姿
勢
―
が
見
え
て
興
味
深
い
。
視
角
、
触
覚
、 

聴
覚
の
活
動
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
記
憶
が
蘇
る
様
子
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

大
正
二
年
に
は
さ
ら
に
掲
載
数
が
増
え
て
い
く
。 

 
 

大
正
二
年
一
月
一
日
～
一
月
二
十
九
日 

「
牛
十
題
」 

 
 
 
 
 
 

一
月
一
日 

 

「
麥
の
芽
」 

 
 
 
 
 
 

一
月
一
日 

 

「
シ
ネ
マ
の
夜
」 

 
 
 
 
 
 

一
月
一
日 

 

「
風
景
」 

 
 
 
 
 
 

一
月
十
九
日 

「
レ
ス
ト
ラ
ン
」 

 
 
 
 
 
 

三
月
二
十
七
日
「
静
物
」 

 
 
 
 
 
 

四
月
一
日 

 

「
有
楽
座
見
物
席
」 

 
 
 
 
 
 

四
月
六
日 

 

「
静
物
」 

 
 
 
 
 
 

四
月
九
日 

 

「
風
景
」 

 
 
 
 
 
 

四
月
十
三
日 

「
軽
業
」 

 
 
 
 
 
 

四
月
十
五
日 

「
風
景
」 
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四
月
十
九
日 

「
風
景
」 

 
 
 
 
 
 

四
月
二
十
三
日
「
風
景
」 

 
 
 
 
 
 

四
月
二
十
五
日
「
か
る
わ
ざ
」 

 
 
 
 
 
 

四
月
二
十
六
日
「
風
景
」 

 

以
上
の
よ
う
に
、
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
活
動
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
強

い
関
心
を
呼
び
起
こ
し
な
が
ら
、
地
方
の
文
化
人
に
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
様
々
な
文
化
活
動
に
関
す
る
革
新

的
な
動
き
の
契
機
と
し
て
認
知
さ
れ
た
と
い
え
る
。
大
正
元
年
十
二
月
二
十

四
日
文
芸
欄
の
栃
内
吉
胤
筆
「「
新
ら
し
」
と
云
ふ
事
」
は
、
そ
う
い
っ
た
動

き
を
示
す
記
事
で
あ
る
。
記
事
の
主
旨
は
、
そ
の
動
き
が
西
洋
の
模
倣
で
あ

る
こ
と
を
非
難
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、「
近
来
フ
ュ
ー
ザ
ン
だ
と
か
、
新
し

い
女
だ
と
か
男
だ
と
と
い
ふ
も
の
が
出
て
、
従
来
の
社
会
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ

ョ
ン
を
破
つ
た
処
に
所
謂
新
味
が
あ
る
と
い
ふ
の
だ
そ
う
だ
が
」
と
冒
頭
に

述
べ
て
、「
フ
ュ
ー
ザ
ン
」
を
始
め
と
し
て
社
会
に
革
新
的
風
潮
が
現
れ
て
き

て
い
る
と
見
て
い
る
。「
ワ
グ
ネ
リ
ズ
ム
」「
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
」
の

革
命
的
な
芸
術
の
新
運
動
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
年
号
が
変
わ
り
「
第
二
の

自
覚
期
」に
入
る
べ
き
日
本
に
さ
ら
な
る
自
覚
を
促
す
と
い
う
論
調
で
あ
る
。 

 

そ
う
い
っ
た
風
潮
を
踏
ま
え
て
新
た
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
の
は
、
文
学

で
あ
る
。
新
た
な
画
壇
の
動
き
は
県
内
文
壇
の
動
き
と
も
連
動
し
て
お
り
、

同
年
九
月
二
十
一
日
に
は
、
古
川
滴
泉
筆
「
活
動
の
秋─

県
下
の
歌
人
諸
兄

姉
へ
」
と
題
し
て
、
啄
木
死
後
の
県
下
歌
人
の
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
記
事

が
あ
る
。
東
京
の
富
田
砕
花
、
地
方
の
菊
池
野
菊
、
小
田
島
孤
舟
と
、
三
人

の
歌
人
を
岩
手
県
の
代
表
歌
人
と
し
、「
今
や
岩
手
県
が
生
み
出
し
た
歌
人
の

活
動
す
べ
き
秋
が
来
た
の
で
あ
る
。」と
述
べ
て
新
た
な
動
き
を
評
価
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
特
に
砕
花
の
活
躍
に
つ
い
て
、
新
詩
社
の
与
謝
野
寛
に
学
ん

だ
後
、
雑
誌
『
創
作
』
発
刊
に
参
加
、
そ
の
当
時
『
所
謂
ス
バ
ル
派
の
歌
を

評
す
』と
い
う
評
論
で
歌
壇
の
批
評
家
の
中
で
注
目
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て
、

そ
の
活
動
を
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
砕
花
と
小
田
島
が
近
く
第
一
歌
集
を
出

版
す
る
こ
と
を
予
告
し
、「
地
方
に
於
け
る
歌
壇
の
驍
将
と
目
さ
れ
て
ゐ
る
」

菊
池
野
菊
の
歌
集
出
版
を
期
待
す
る
旨
述
べ
て
い
る
。 

そ
の
活
動
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
砕
花
の
歌
集『
悲
し
き
愛
』

で
、「
雑
誌
の
広
告
に
ま
た
は
新
聞
の
文
芸
消
息
に
」
宣
伝
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
表
紙
に
斎
藤
与
里
の
絵
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
文
学
者
と
画
家
と
の
連
携
活
動
の
一
端

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
十
月
十
九
日
に
は
、
小
田
島
孤
舟
『
郊
外
の
丘
』

の
出
版
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
小
田
島
孤
舟
の
歌
集
の
表
紙
は
、

こ
の
後
か
ら
萬
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
大
正
元
年
十
一
月
三

日
の
宮
沢
賢
治
の
父
宛
書
簡
に
、
こ
の
『
郊
外
の
丘
』
を
購
入
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る
（
注
5
）。
こ
の
と
き
賢
治
は
十
六
歳
、
盛
岡
中
学
四
年

生
で
あ
っ
た
。 

文
学
関
係
で
は
、
石
川
啄
木
に
関
す
る
追
悼
・
回
顧
記
事
の
連
載
が
同
時

並
行
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
石
川
啄
木
は
、
死
の
直
後

に
発
表
さ
れ
た
有
名
な
評
論
「
時
代
閉
塞
の
現
状
」(

一
九
一
〇
年
・
明
治
四

十
三
年)

に
お
い
て
、
自
然
主
義
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
指
摘
し
、
新
た
な
表
現
創

出
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。
本
紙
に
お
い
て
は
、
そ
の
宣
言
を
受
け
継
ぐ
か

の
よ
う
に
、
新
た
な
表
現
へ
の
関
心
を
紙
面
に
表
現
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

こ
れ
ら
文
化
の
革
新
的
な
動
き
と
同
時
に
、
同
紙
に
お
い
て
は
、
様
々
な

文
化
人
の
交
流
の
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
部
は
、
こ
れ
に
つ
い
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て
触
れ
る
。 

 第
二
部 
『
岩
手
毎
日
新
聞
』
紙
面
に
見
る
中
央
と
地
方
の
文
化
的
交
流
の
諸

相
―
文
化
人
お
よ
び
文
学
青
年
の
交
流
と
活
動
の
記
録
を
通
じ
て
― 

 

は
じ
め
に 

 

本
研
究
は
、
地
域
文
化
の
形
成
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、『
岩

手
毎
日
新
聞
』（
一
八
九
九
～
一
九
三
三
年
、
以
下
『
岩
毎
』）
の
文
化
欄
に

掲
載
さ
れ
た
記
事
内
容
を
通
じ
て
、
執
筆
者
を
媒
介
と
し
た
文
学
を
中
心
と

す
る
文
化
伝
播
の
状
況
を
分
析
お
よ
び
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。 

本
稿
で
は
、
電
翁
（
注
１
）「
温
泉
日
記
」（
一
九
一
二
年
七
月
二
四
日
～

一
九
一
二
年
八
月
一
四
日
）
に
登
場
す
る
筆
者
と
の
交
友
関
係
を
通
じ
て
、

中
央
の
文
化
が
地
域
の
有
志
に
伝
播
し
て
い
く
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま

た
、
菊
池
野
菊
（
注
２
）
に
よ
る
同
人
誌
お
よ
び
校
友
会
誌
に
対
す
る
文
芸

批
評
を
取
り
上
げ
、
批
評
を
通
じ
た
文
化
伝
播
の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

一
、
随
筆
に
見
る
文
化
人
の
交
流
と
そ
の
意
義 

 

電
翁
「
温
泉
日
記
」（
以
下
、「
日
記
」）
は
、
盛
岡
市
出
身
の
速
記
者
で
あ

る
田
鎖
綱
紀
が
《
盲
腸
の
重
患

わ
づ
ら
い

も
、
ス
ッ
カ
リ
疼
痛

い

た

み

が
去さ

っ

た
》
の
で
公
立
花

巻
病
院
の
《
中
澤
ド
ク
ト
ル
》
の
許
可
を
得
て
台
温
泉
の
《
阿
部
旅
館
》
に

滞
在
し
た
当
時
の
身
辺
を
《
投
り
書
き
》
し
た
も
の
で
あ
る
（
注
３
）。 

田
鎖
は
十
五
歳
で
東
京
に
出
て
大
学
南
校
（
東
京
帝
国
大
学
の
前
身
）
に

学
び
、
の
ち
に
工
務
省
へ
入
っ
て
秋
田
の
大
葛
金
山
に
派
遣
さ
れ
る
。
そ
こ

で
出
会
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
技
師
カ
ー
ラ
イ
ル
か
ら
速
記
術
の
存
在
を
知
り
、

日
本
語
へ
の
応
用
を
試
み
て
成
功
し
、創
案
後
は
技
術
改
良
に
励
む
一
方
で
、

全
国
各
地
で
講
習
会
を
開
催
し
て
そ
の
普
及
に
努
め
た
。
そ
の
た
め
に
田
鎖

の
動
向
に
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
一
八
九
一
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
は

故
郷
の
盛
岡
に
居
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
注
４
）。
そ
の

一
方
で
は
、「
日
記
」
に
先
立
つ
七
月
五
日
付
の
『
岩
毎
』
一
面
に
《
病
気
の

処
快
方
に
赴
き
次
第
上
京
》
を
理
由
と
し
た
「
入
門
謝
絶
」
を
知
ら
せ
る
広

告
記
事
お
よ
び
そ
の
宛
先
に
《
花
巻
川
口
町
華
城
速
記
学
会
》
と
あ
る
こ
と

か
ら
（
注
５
）、
こ
の
年
の
田
鎖
は
故
郷
の
盛
岡
で
は
な
く
、
病
気
療
養
と
並

行
し
て
花
巻
市
内
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

さ
て
、
阿
部
旅
館
滞
在
中
も
《
臺
温
泉
に
於
て
夏
季
講
習
を
開
設
し
て
全

科
程
を
授
け
又
斬
新
な
以
心
傳
心
術
を
右
講
習
会
員
に
限
り
無
報
酬
に
て
教

授
す
》
と
の
広
告
を
打
つ
（
注
６
）
ほ
ど
余
念
の
な
い
田
鎖
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
教
授
は
意
外
な
ほ
ど
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
。 

 

食
後
は
所
見
と
電
筆
三
昧
だ
、
三
時
か
ら
四
時
迄
杢
平
君
に
速
記
の
練
習

を
さ
せ
た
、
雨
が
晴
た
一
寸
台
丸
屋
の
雑
貨
店
へ
往
っ
た
妻
君
は
怎
う
も

幼
な
顔
に
見
覚
え
が
あ
る
や
う
だ
、
種
々
談
し
て
見
る
と
見
覚
え
の
あ
る

も
道
理
、
廿
年
前
に
盛
岡
の
呉
服
町
に
予
は
東
奥
早
書
学
会
を
開
設
し
、

速
記
発
表
第
十
周
年
祝
賀
会
を
催
う
し
た
時
、
大
勢
の
娘
さ
ん
達
を
お
招

き
し
て
、
唱
歌
を
謡
っ
て
頂
い
た
中
の
一
人
、
高
与
の
愛
娘
の
お
て
う
さ

ん
で
あ
っ
た
（
注
７
） 
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三
時
半
頃
か
ら
五
吉
氏
や
っ
て
来
た
、
四
時
か
ら
五
時
ま
で
栄
作
子
と
共

に
責
任
付
の
速
記
を
練
習
や
ら
せ
た
（
注
８
） 

  

お
お
む
ね
そ
の
指
導
時
間
は
一
時
間
。
と
は
い
え
、《
五
吉
氏
》
は
《
八
幡

村
》（
現
花
巻
市
石
鳥
谷
）
か
ら
や
っ
て
来
て
《
楽
知
館
》
へ
と
陣
取
っ
て
長

期
滞
在
の
構
え
を
見
せ
、《
杢
平
君
》
は
《
従
卒
》
と
し
て
師
の
身
辺
に
侍
る

な
ど
、
第
一
人
者
か
ら
そ
の
技
術
を
学
ぼ
う
と
す
る
人
々
の
熱
意
が
偲
ば
れ

る
。「
日
記
」
中
に
も
《
盛
岡
の
呉
服
町
に
東
奥
早
書
学
会
を
開
設
》
し
た
思

い
出
が
語
ら
れ
る
な
ど
、
故
郷
で
の
技
術
教
授
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。 

ま
た
、
こ
う
し
た
地
域
の
人
々
と
の
交
流
以
外
に
も
、《
午
前
六
時
》
と
《
午

後
五
時
四
十
分
》
か
ら
配
達
さ
れ
る
《
郵
便
物
》
か
ら
田
鎖
の
交
友
関
係
を

見
て
い
く
と
、
そ
の
幅
広
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。 

 

此
日
午
後
六
時
頃
、
旧
門
生
た
り
し
今
は
医
学
博
士
の
三
浦
謹
之
助
氏
よ

り
と
、
時
事
新
報
社
の
熊
崎
健
一
郎
氏
と
、
土
沢
の
高
橋
久
三
氏
よ
り
八

月
一
日
以
降
来
学
し
た
い
と
云
ふ
は
が
き
が
来
た
。
熊
崎
氏
よ
り
の
は
早

く
上
京
せ
よ
と
の
督
促
だ
、
三
浦
氏
の
は
某
院
長
の
招
聘
の
件
だ
、
其
の

他
、
国
民
に
萬
朝
に
、
近
江
新
聞
に
、
岩
手
日
報
と
岩
毎
と
が
数
葉
デ
コ

〳
〵
と
一
時
に
来
た
、
其
他
に
は
バ
レ
ペ
ン
ク
商
会
よ
り
ア
ッ
テ
ー
の
由

来
書
を
贈
っ
て
来
た
、
こ
う
一
時
に
来
て
は
堪
ら
ん
。（
注
９
） 

  

差
出
人
を
見
る
と
、三
浦
謹
之
助
は
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
教
授
を
務
め
、

崩
御
直
前
の
明
治
天
皇
を
診
察
し
た
当
時
を
代
表
す
る
内
科
医
で
あ
る
。
一

方
の
熊
崎
健
一
郎
は
「
健
翁
」
と
号
し
て
熊
崎
式
姓
名
学
を
創
案
し
た
姓
名

学
者
で
、
熊
崎
式
と
呼
ば
れ
る
速
記
法
の
一
流
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
。
そ
う
し
た
人
物
た
ち
と
の
交
流
は
、
田
鎖
自
身
が
最
先
端
の
情
報

や
時
代
状
況
を
摂
取
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
彼
自
身
を
通
じ
て

《
高
橋
久
三
氏
》
や
前
出
の
弟
子
た
ち
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
の
門
下
生
へ

と
伝
播
し
て
い
く
構
図
が
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、《
國
民
に
萬
朝
に
、
近

江
新
聞
に
、
岩
手
日
報
と
岩
毎
》
と
さ
ま
ざ
ま
な
新
聞
を
毎
日
読
み
、《
岩
手

県
出
身
者
と
し
て
は
最
初
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
》（
注
１０
）
で
も
あ
る
田

鎖
と
の
会
話
と
は
、
前
出
の
《
五
吉
氏
》
や
《
杢
平
君
》
を
は
じ
め
と
す
る

地
方
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
は
そ
の
見
識
と
同
時
に
、
中
央
の
時
事
か
ら

流
行
文
化
ま
で
も
摂
取
す
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
田
鎖
の
交
流
関
係
が
地
方
へ
の
文
化
伝
播
の
実
態
を
示
す

こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
併
せ
て
、も
う
一
点
注
目
し
た
い
の
が
、「
日
記
」

中
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
花
巻
の
《
宮
沢
治
氏
》
と
の
交
流
で
あ
る
。
宮
沢

治
（
の
ち
に
宏
と
改
名
）
は
田
鎖
の
実
兄
綱
郎
の
次
男
で
、
一
九
〇
八
年
に

花
巻
の
宮
沢
シ
ゲ
と
結
婚
し
て
婿
養
子
と
な
っ
た
。《
こ
の
宮
沢
家
は
藤
井
将

監
を
経
て
宮
沢
三
四
郎
か
ら
は
じ
ま
る
現
在
ま
で
一
四
代
続
く
賢
治
の
家
系

の
本
家
》（
注
１１
）
で
あ
り
、
宮
沢
賢
治
は
同
時
代
を
代
表
す
る
文
化
人
と

の
姻
戚
関
係
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

峰
芳
隆
ら
に
よ
っ
て
、
賢
治
の
代
名
詞
と
も
言
え
る
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
」

の
語
が
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
を
も
じ
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
久
し
い
が
、
そ
の
関
心
の
端
緒
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
可

能
性
の
一
つ
と
し
て
、
佐
藤
竜
一
は
田
鎖
が
一
九
一
六
年
に
『
岩
手
日
報
』

へ
第
三
回
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会
で
の
講
演
録
（
全
六
回
）
を
寄
せ
て
い
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る
こ
と
に
注
目
し
、
賢
治
が
日
本
最
初
の
速
記
術
の
創
案
者
で
あ
り
、
親
族

で
も
あ
る
田
鎖
の
存
在
は
当
然
意
識
し
て
い
た
は
ず
で
、
彼
の
《
新
聞
記
事

が
エ
ス
ぺ
ラ
ン
チ
ス
ト
・
宮
沢
賢
治
誕
生
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
で
は

な
い
か
》
と
指
摘
す
る
。
そ
の
基
盤
と
な
る
治
と
綱
紀
の
交
流
の
密
度
に
つ

い
て
、
佐
藤
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

宮
沢
宏
は
岩
手
県
立
盛
岡
商
業
学
校
を
卒
業
し
、
盛
岡
銀
行
に
勤
め
て

い
ま
し
た
。
や
が
て
盛
岡
銀
行
破
産
に
よ
り
、
退
職
し
上
京
し
ま
す
。
東

京
で
は
医
学
の
夜
間
専
門
学
校
に
学
び
、
医
術
師
の
資
格
を
得
て
、
財
団

法
人
目
黒
診
療
所
・
団
子
坂
診
療
所
を
設
立
し
、
医
療
経
営
に
当
た
り
ま

し
た
。
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
に
帰
郷
す
る
ま
で
、
東
京
で
過
ご
し

ま
し
た
。
綱
紀
は
お
じ
さ
ん
で
す
か
ら
、
住
居
も
近
い
の
で
家
を
訪
ね
る

こ
と
も
た
び
た
び
あ
っ
た
は
ず
で
す
。（
注
１２
） 

  

さ
ら
に
、
盛
岡
に
は
二
人
で
映
っ
た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
両
者

が
き
わ
め
て
親
密
な
交
流
を
重
ね
て
い
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。「
日
記
」
中

に
お
け
る
綱
紀
と
治
と
の
通
信
の
記
録
は
、
両
者
の
交
流
の
濃
密
さ
と
同
時

に
、
綱
紀
の
存
在
が
賢
治
に
と
っ
て
親
戚
の
有
名
人
以
上
の
意
味
を
持
っ
て

い
た
可
能
性
を
裏
付
け
る
こ
と
と
も
な
ろ
う
。
そ
の
可
能
性
を
補
強
す
る
の

が
、
次
の
記
述
で
あ
る
。 

 

此
の
日
昌
三
君
の
令
閨
お
た
ね
裙
に
白
地
の
筒
袖
を
仕
立
て
頂
い
た
、
誠

に
着
心
地
が
宜
い
、怎
う
も
字
を
書
く
に
も
何
を
す
る
に
も
筒
袖
に
限
る
、

午
後
四
時
半
に
は
涼
し
く
な
つ
て
來
た
、
寒
暖
計
は
七
十
二
度
と
急
に
下

つ
た
、
是
だ
も
の
迂
乎
り
す
る
と
風
を
ひ
く
テ
…
…
書
見
を
し
乍
ら
窓
か

ら
一
寸
を
外
を
覗
い
た
ら
宮
長
君
と
ガ
ン
メ
ル
君
が
両
人
の
珍
客
同
道
で

向
か
ら
帰
つ
て
來
た
、何
某
か
知
ら
ん
と
二
三
十
分
の
後
宮
君
を
訪
へ
ば
、

花
卷
は
鍛
冶
町
の
宮
澤
氏
の
令
息
達
で
あ
つ
た
、用
事
が
あ
る
と
云
つ
て
、

宮
君
が
引
留
る
も
肯
ず
に
即
刻
両
人
は
帰
つ
て
了
つ
た
。（
注
１３
） 

  

文
中
に
登
場
す
る
《
鍛
冶
町
の
宮
澤
氏
》
と
は
、
宮
沢
家
の
第
一
分
家
で

賢
治
の
母
イ
チ
の
実
家
で
あ
る
。
田
鎖
は
甥
の
養
子
先
で
あ
る
宮
沢
家
に
つ

い
て
、
そ
の
町
名
で
そ
れ
ぞ
れ
の
家
を
区
別
で
き
る
ほ
ど
に
花
巻
の
宮
沢
家

に
つ
い
て
知
悉
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
当
時
の
賢
治
が
盛
岡
中
学

校
（
現
在
の
盛
岡
第
一
高
等
学
校
）
に
在
学
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ

ば
、
前
出
の
東
奥
早
書
学
会
の
存
在
、
そ
の
創
設
者
が
当
代
を
代
表
す
る
文

化
人
で
親
戚
で
も
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
の
意
味

に
お
い
て
も
、
宮
沢
賢
治
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
へ
の
関
心
は
田
鎖
綱
紀
に
源
流

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

二
、
文
芸
批
評
に
見
る
文
学
青
年
の
交
流
と
活
動 

 
 

歌
人
の
菊
池
野
菊
は
盛
岡
師
範
学
校
の
出
身
の
歌
人
で
、
大
正
か
ら
昭
和

に
か
け
て
岩
手
文
壇
に
重
き
を
成
す
と
と
も
に
、
の
ち
に
は
東
京
へ
出
て
口

語
短
歌
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
若
山
牧

水
が
主
宰
し
た
『
創
作
』
の
創
刊
に
も
富
田
砕
花
と
と
も
に
参
加
し
、
口
語

短
歌
雑
誌
『
ぬ
は
り
』
を
立
ち
上
げ
て
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
そ
の
契
機

と
な
っ
た
牧
水
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
そ
の
親
し
さ
を
裏
付
け
る
形
跡
が
牧
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水
の
歌
集
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

 
盛
岡
駅
に
野
菊
君
等
と
逢
ふ 

人
ご
み
の
な
か
に
見
出
で
し
友
が
顔
笑
み
か
た
ま
け
て
あ
り
に
け
る
か
な 

 

相
逢
へ
ば
昔
な
が
ら
の
言
す
く
な
菊
池
野
菊
は
歳
も
と
ら
ず
け
り
（
注

１４
） 

  

一
九
二
一
年
に
東
京
へ
移
住
す
る
ま
で
の
間
、
中
央
歌
壇
と
岩
手
歌
壇
と

を
つ
な
ぐ
立
場
に
位
置
し
て
い
た
菊
池
で
あ
る
が
、
秋
枝
美
保
に
よ
れ
ば
、

《
一
九
一
二
（
明
四
十
五
）
年
に
「
岩
手
詩
歌
会
」
を
結
成
し
た
菊
池
は
、

同
年
に
啄
木
追
悼
号
を
出
し
た
自
身
も
『
嚝
野
』
に
合
流
》
し
、《
明
治
末
期

か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
、菊
池
が
県
内
の
若
手
を
リ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
、

小
田
島
が
こ
れ
を
後
援
す
る
体
制
が
で
き
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
》（
注
１５
）

と
い
う
。
そ
こ
で
、
岩
手
毎
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
八
月
十
三
～
十
五
日
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
嚝
野
三
周
年
号
を
讀
む
」、
同
じ
く
一
九
一
二
年
八
月
二

十
二
～
二
十
四
日
掲
載
の
「
師
範
校
友
會
雑
誌
第
十
二
号
の
短
歌
を
読
む
」

を
取
り
上
げ
、
菊
池
の
同
人
に
対
す
る
評
価
を
通
じ
て
同
地
の
若
手
文
人
た

ち
の
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

ま
ず
、「
嚝
野
三
周
年
号
を
讀
む
」
の
対
象
と
な
っ
た
『
嚝
野
』
と
は
、
盛

岡
師
範
学
校
を
卒
業
後
に
浄
法
寺
に
入
っ
て
岩
手
新
詩
社
を
立
ち
上
げ
た
小

田
島
弧
舟
が
一
九
〇
九
年
に
創
刊
し
た
大
正
期
の
岩
手
歌
壇
を
代
表
す
る
同

人
文
芸
誌
で
あ
る
。
菊
池
の
批
評
文
は
そ
の
活
動
報
告
と
い
う
性
格
を
持
つ

が
、
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
文
学
観
を
一
般
の
読
者
に
提
示
し
て
み
せ
た

の
だ
ろ
う
か
。 

「
嚝
野
三
周
年
號
を
讀
む
」
を
見
て
い
く
と
、
最
初
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

《
大
澤
枝
葉
君
の
『
盛
岡
を
は
な
る
』
二
十
八
首
》
に
対
す
る
評
言
は
、
そ

れ
を
も
っ
と
も
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

汽
車
は
し
れ
ば
盛
岡
の
町
は
遠
ざ
か
り
し
み
ど
り
か
な
し
く
山
は
め
ぐ

り
ぬ 

 

と
ぼ 

〱 

と
山
の
ふ
も
と
を
め
ぐ
り
ゆ
く
旅
人
を
て
ら
す
初
夏
の
日
よ 

 

あ
ゆ
み
つ
か
れ
て
草
に
こ
ろ
べ
ば
か
た
は
ら
の
わ
か
き
木
立
に
蟬
の
な

き
い
づ 

 

身
も
こ
ヽ
ろ
も
つ
か
れ
て
ね
む
る
旅
人
の
姿
か
な
し
く
灯
は
て
ら
し
け

む 

 

み
ち
は
一
筋
蟬
が
う
た
へ
る
初
夏
の
山
の
み
ど
り
の
中
腹
を
ゆ
く 

 

山
に
鳴
く
蝉
は
そ
の
身
を
か
な
し
ま
ず
旅
人
の
た
め
に
こ
ゑ
と
ど
め
ず 

 

釜
石
の
鑛
爐
よ
り
た
つ
け
む
り
の
色
み
か
へ
る
空
に
は
て
し
も
あ
ら
ず 

 

釜
石
の
鑛
爐
よ
り
た
つ
け
む
り
か
な
し
つ
か
れ
し
足
を
と
ど
め
て
な
が

む
る 

 

棧
橋
の
上
に
友
あ
り
船
の
上
に
わ
れ
あ
り
船
は
次
第
に
は
な
る 

 

船
は
な
る
れ
ば
棧
橋
に
た
ち
て
帽
子
ふ
る
友
は
小
さ
く
一
點
と
な
る 

 

帽
子
の
み
小
さ
く
な
り
て
見
え
に
け
り
船
は
次
第
に
遠
ざ
か
り
ゆ
き 

 

次
第
次
第
に
小
さ
く
な
り
て
見
え
ず
な
り
ぬ
棧
橋
の
上
に
見
送
れ
る
友 

 

友
が
帽
子
の
消
え
ゆ
く
ま
で
を
見
て
あ
り
ぬ
き
ゆ
れ
ば
や
が
て
涙
な
が

れ
ぬ 

 
ひ
ろ
き
は
海
太
平
洋
よ
今
は
は
や
か
な
し
み
も
な
し
よ
ろ
こ
び
も
な
し 

こ
れ
ら
の
歌
の
清
さ
美
し
さ
よ
ろ
こ
ば
し
さ
か
な
し
さ
、
そ
れ
が
単
な
る
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そ
れ
ら
で
な
く
て
枝
葉
君
が
そ
の
う
ち
に
あ
ざ
や
か
に
生
き
て
ゐ
る
で
は

な
い
か
。
以
前
の
君
の
歌
は
哲
理
趣
味
の
勝
っ
た
自
己
観
賞
一
点
張
で
あ

っ
た
が
こ
ゝ
に
至
っ
て
は
今
ま
で
小
さ
く
な
っ
て
固
ま
っ
て
歌
っ
て
ゐ
た

の
が
大
き
な
心
の
眼
を
ひ
ら
い
て
大
自
然
の
う
ち
に
活
き
て
ゐ
る
自
己
の

姿
を
発
見
し
た
。
僕
は
君
の
こ
の
転
化
を
以
て
君
の
再
生
と
も
見
た
い
。

君
の
前
途
の
明
る
い
長
い
未
来
は
こ
れ
ら
の
歌
の
ど
の
一
首
を
見
て
も
お

も
わ
れ
る
。（
注
１６
） 

 

こ
の
評
言
の
中
で
目
を
引
く
の
は
《
哲
理
趣
味
の
勝
っ
た
自
己
観
賞
一
点

張
》
か
ら
《
大
自
然
の
う
ち
に
活
き
て
ゐ
る
自
己
の
姿
》
へ
の
移
行
を
好
ま

し
く
見
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
盛
岡
か
ら
釜
石
ま
で
の
旅
路
を
写
実
的
に
叙

景
し
、
繰
り
返
さ
れ
る
《
つ
か
れ
》
な
ど
直
接
的
な
感
覚
表
現
を
用
い
た
一

連
の
作
品
は
、
た
し
か
に
《
哲
理
趣
味
》
を
脇
に
置
い
て
《
大
自
然
の
う
ち
》

に
「
自
己
」
を
置
い
た
作
者
の
意
図
が
看
取
さ
れ
る
。 

大
澤
枝
葉
は
岩
手
詩
歌
会
の
前
身
で
あ
る
盛
岡
師
範
学
校
内
の
同
人
結
社

で
あ
る
コ
ス
モ
ス
社
の
同
人
で
、
菊
池
の
同
窓
生
で
も
あ
り
、
菊
池
に
と
っ

て
非
常
に
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
相
手
の
歌
風
の
変
化
に
対

し
て
写
実
性
と
客
観
性
と
を
評
価
す
る
菊
池
の
姿
勢
は
、
次
の
よ
う
な
個
所

に
も
見
ら
れ
る
。 

 

盛
岡
の
や
な
ぎ
は
雨
に
ぬ
れ
て
あ
り
ぬ
停
車
場
は
人
も
さ
び
し
く 

釜
石
の
棧
橋
の
上
を
走
る
汽
車
そ
の
か
た
は
ら
を
鳴
き
飛
ぶ
か
も
め 

同
じ
叙
景
の
詩
で
も
前
者
に
は
作
者
が
あ
ら
は
れ
て
い
る
が
後
者
に
は
作

者
が
出
て
な
い
作
者
と
無
関
係
の
景
は
詩
に
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
こ
れ

は
君
の
歌
に
珍
ら
し
い
が
多
く
世
間
に
見
る
歌
だ
か
ら
出
し
て
お
く
。（
注

１７
） 

  

い
ず
れ
も
写
実
的
な
素
朴
な
歌
で
あ
る
が
、作
中
に
お
け
る
、《
さ
び
し
く
》

と
作
者
の
素
朴
な
感
情
的
経
験
を
歌
っ
て
叙
情
歌
的
で
あ
る
前
者
に
対
し
て
、

《
汽
車
》
と
《
か
も
め
》
が
《
作
者
と
無
関
係
の
景
》
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
注
意
す
る
菊
池
の
態
度
か
ら
は
、
本
来
「
詩
に
は
な
ら
な
い
筈
」
の
も
の

を
敢
え
て
歌
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
新
た
な
傾
向
を
見
、
先
述
の
《
大
自
然

の
う
ち
に
活
き
て
ゐ
る
自
己
の
姿
》
の
新
た
な
表
現
と
し
て
注
目
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
菊
池
が
の
ち
に
深
く
関
わ
る
若
山
牧
水
も
短
歌
に
自

然
主
義
運
動
を
起
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
菊
池
の
評
価
基
準
が
自
然
主

義
の
そ
れ
と
似
通
っ
て
い
る
こ
と
は
、
短
歌
に
お
け
る
新
し
い
動
き
を
示
す

と
同
時
に
、
菊
池
の
評
言
を
通
じ
て
そ
の
思
想
が
地
方
へ
と
広
ま
っ
て
い
く

過
程
を
示
す
こ
と
と
も
な
っ
て
い
る
。 

一
方
、
岩
手
県
師
範
学
校
の
校
友
会
誌
を
取
り
上
げ
た
「
師
範
校
友
會
雑

誌
第
十
二
號
の
短
歌
を
読
む
」
で
は
、《
詩
歌
は
遊
戯
や
餘
興
で
な
い
》
と
同

人
を
厳
し
く
戒
め
る
筆
者
を
含
め
、
す
で
に
卒
業
し
た
同
窓
生
か
ら
の
寄
稿

も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
校
友
会
誌
が
在
学
生
か
ら
卒
業
生

ま
で
を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
存
在
し
、
作
品
を
通
じ
た
文
化
的
交
流

を
促
進
す
る
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

△
小
田
島
孤
舟
君
―
―
曠
野
よ
り 

湧
き
い
づ
る
熱
血
の
情
緒
で
な
く
て
や
は
ら
か
な
咸
傷
の
氣
分
で
あ
る
。 

楓
の
芽
の
あ
か
く
ひ
か
れ
る
岡
に
た
ち
遠
く
山
見
て
君
な
つ
か
し
む 
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柔
く
の
微
視
楓
の
芽
は
ほ
ぐ
れ
赤
く
光
り
て
ウ
グ
ヒ
ス
の
な
く 

ま
だ
撤
底
し
て
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
随
つ
て
力
强
と
こ
ろ
が
な
い
。
而

し
ま
る
み
の
あ
る
こ
こ
ろ
よ
い
歌
で
あ
る
。 

△
大
澤
枝
葉
君
―
― 

何
の
概
念
に
も
と
ら
へ
ら
れ
な
い
で
自
由
に
う
ら
若
い
心
の
悲
哀
を
歌
つ

た
も
の
は
氏
の
歌
で
あ
る
。
こ
ヽ
に
出
た
の
は
割
合
に
氏
の
作
と
し
て
見

劣
り
す
る
も
の
で
あ
る
が
な
ほ 

か
も
め
の
聲
に
に
せ
て
さ
け
べ
ば
な
み
だ
落
つ
か
も
め
な
ら
ざ
る
身
の

せ
つ
な
さ
に 

白
き
鳥
靑
き
海
た
だ
我
友
と
か
き
て
や
り
し
も
か
な
し
か
り
け
り 

な
ど
い
ヽ
の
が
あ
る
。（
注
１８
） 

 

そ
の
一
方
、《
佐
藤
さ
か
り
君
》
の
《
白
百
合
は
咲
き
て
待
つ
ら
む
庭
の
面

に
芽
ば
え
せ
し
頃
わ
か
れ
し
わ
れ
を
》
と
い
う
句
に
対
し
て
は
、 

  

△
佐
藤
さ
か
り
君
―
―
如
水
會
詠
草 

あ
ま
り
説
明
が
過
ぎ
て
意
味
は
一
読
明
瞭
で
あ
る
が
さ
て
詩
と
し
て
存
在

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
緒
が
欠
け
て
ゐ
る
か
ら
読
ん
で
も
一
向
心
に

ひ
ゞ
か
な
い
。
詩
は
智
識
と
は
別
物
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
作
歌
し
て
も

ら
い
た
い
。 

白
百
合
は
咲
き
て
待
つ
ら
む
庭
の
面
に
芽
ば
え
せ
し
頃
わ
か
れ
し
わ
れ

を 

こ
の
一
首
の
生
命
が
い
づ
こ
に
あ
る
か
を
思
う
と
き
『
詩
を
作
る
よ
り
田

を
作
れ
』
と
い
い
た
く
な
る
。
こ
れ
を
一
歩
す
ゝ
め
て 

白
百
合
は
咲
き
て
待
つ
ら
む
庭
の
面
に
芽
ば
え
せ
し
頃
わ
か
れ
た
り
し

が 

と
す
れ
ば
い
く
ら
か
情
緒
が
動
い
て
く
る
。
更
に
一
歩
を
す
ゝ
め
て 

彼
の
百
合
は
咲
き
て
待
つ
ら
む
庭
の
面
に
芽
ば
え
せ
し
頃
わ
か
れ
た
り

し
が 

と
な
っ
て
は
じ
め
て
詩
の
範
囲
に
入
る
こ
と
を
得
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

而
し
な
ほ
い
け
な
い
花
に
は
心
が
な
い
花
が
待
つ
の
で
な
い
人
が
待
た
れ

や
う
に
感
ず
る
の
で
あ
る
待
た
れ
る
心
も
ち
は
言
外
に
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。 

だ
か
ら
更
に 

彼
の
百
合
も
花
と
や
な
ら
む
庭
の
面
に
芽
ぐ
み
し
こ
ろ
を
わ
か
れ
た
り

し
が 

と
な
ら
ね
ば
芸
術
品
と
し
て
拙
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
而
し
こ
れ
は

内
容
が
土
台
に
よ
く
な
い
か
ら
や
っ
ぱ
り
い
ゝ
歌
で
は
な
い
他
の
三
首
皆

同
様
で
あ
る 

安
部
ね
え
、
北
村
た
か
、
村
松
つ
や
、
神
な
み
の
諸
姉
の
歌
も
等
し
く
た
ゞ

ご
と
歌
で
あ
る
。
金
枝
ち
ち
、
荘
子
と
し
君
の
歌
は
小
學
校
の
生
徒
の
作

に
ふ
さ
わ
し
い
。『
ひ
ゞ
く
鶯
の
聲
』
と
は
誰
に
教
は
り
し
に
や
。 

盛
合
君
に
は
歌
は
自
分
の
偽
ら
ぬ
感
情
を
歌
ふ
べ
き
も
の
だ
と
い
ふ
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

要
す
る
に
諸
姉
は
或
る
先
輩
に
さ
へ
ぎ
ら
れ
て
歌
の
精
神
を
知
ら
ぬ
の
で

あ
ら
う
。
私
は
諸
姉
を
指
導
す
る
或
る
先
輩
の
盲
な
る
こ
と
を
か
な
し
む

と
と
も
に
は
や
く
歌
は
わ
が
人
格
の
発
露
で
あ
る
か
ら
わ
が
心
で
歌
ふ
べ

き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
さ
と
ら
れ
た
い
。
模
倣
は
こ
ゝ
に
達
す
る
過
渡
期
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の
稽
古
と
し
て
ま
だ
と
が
む
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。（
注
１９
） 

 
こ
の
よ
う
に
、
菊
池
の
批
評
は
問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
、《
遊
戯
や
余
興

で
な
い
》
詩
歌
と
は
い
か
な
る
も
の
か
を
添
削
を
通
じ
て
具
体
的
に
提
示
し

て
み
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
価
値
観
を
主
張
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

第
一
案
で
は
「
わ
れ
」
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
百
合
が
「
わ
れ
」
を

待
つ
と
い
う
甘
い
擬
人
化
を
退
け
て
歌
に
客
観
性
を
与
え
、第
二
案
で
は「
彼

の
百
合
」
と
対
象
を
指
示
す
る
こ
と
で
結
び
の
「
わ
か
れ
し
が
」
が
醸
し
出

す
情
緒
を
深
め
て
み
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
三
案
で
は
な
お
「
待
つ
ら
む
」

の
も
つ
感
傷
性
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、《
待
つ
ら
む
》
を
言
外

に
退
け
、《
花
と
や
な
ら
む
》
と
い
う
植
物
の
自
然
な
成
熟
に
替
え
て
客
観
性

を
高
め
つ
つ
、
ど
う
に
か
《
芸
術
品
》
へ
と
高
め
よ
う
と
す
る
。《
土
台
に
よ

く
な
い
》
と
否
定
し
つ
つ
も
、
そ
こ
か
ら
《
遊
戯
や
余
興
で
な
い
》
歌
を
作

り
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
作
品
に
対
す
る
不
満
よ
り
も
、
溢
れ
ん
ば
か
り

の
熱
意
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
批
評
さ
れ
る
同
人
の
み
な

ら
ず
、
新
聞
読
者
も
ま
た
菊
池
の
評
言
を
通
じ
て
そ
の
背
後
に
あ
る
文
芸
思

潮
に
触
れ
、
そ
の
文
学
観
を
更
新
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
っ
た
と
想
定

さ
れ
る
。 

ま
た
、
佐
藤
さ
か
り
と
一
様
に
断
罪
さ
れ
る
《
諸
姉
》
の
作
品
に
つ
い
て

は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
が
女
子
生
徒
た
ち
の
活
発
な
文
学
活

動
を
示
唆
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。 

岩
手
県
師
範
学
校
は
一
八
七
六
年
の
盛
岡
師
範
学
校
を
起
源
と
し
、
九
八

年
に
師
範
教
育
令
に
よ
っ
て
岩
手
県
師
範
学
校
と
な
り
、
女
子
部
が
一
九
二

三
年
に
岩
手
県
女
子
師
範
学
校
と
し
て
分
離
独
立
す
る
ま
で
男
女
共
学
で
あ

っ
た
。（
注
２０
）
女
性
の
地
位
が
低
か
っ
た
こ
の
時
代
に
、
地
方
に
お
け
る

女
性
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
校
友
会
誌
が
貴
重
な
文
学
活
動
の
場
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
菊
池
の
批
評
文
は
歴
史
的
資
料
と

し
て
の
価
値
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、『
岩
手
毎
日
新
聞
』
の
文
芸
欄
が
都
市
文
化
を
郷
土
に
伝

播
さ
せ
て
ゆ
く
装
置
、
あ
る
い
は
地
方
文
人
お
よ
び
文
化
人
た
ち
に
よ
る
文

学
活
動
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後
は
、

記
事
内
容
の
調
査
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
人
物
相
互
の
交
遊
お
よ
び
文
化
的

影
響
の
実
証
的
な
調
査
を
進
め
、
同
紙
上
に
お
け
る
地
方
の
文
化
交
流
の
実

態
調
査
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

第
一
部
で
は
、
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
『
岩
手
毎
日
新
聞
』

紙
上
の
反
響
に
つ
い
て
調
査
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
は
、
自
然
主
義
的
な
平
板

な
写
実
主
義
に
対
す
る
反
発
か
ら
、
自
由
な
主
観
的
表
現
を
志
向
す
る
中
央

画
壇
に
お
け
る
青
年
画
家
達
の
革
命
的
な
精
神
が
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
お
け

る
批
評
の
表
現
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
に
は
、「
後
期
印

象
派
」
の
紹
介
と
そ
の
画
風
を
特
徴
付
け
る
批
評
用
語
と
し
て
「
自
分
」「
私
」

「
生
命
」「
生
活
」
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
大
正
期

文
化
の
特
徴
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
活
動
紹
介

を
一
つ
の
契
機
と
し
て
一
般
化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
特

に
、
中
央
画
壇
の
そ
の
運
動
の
ま
っ
た
だ
中
か
ら
帰
省
し
た
萬
鉄
五
郎
に
対

す
る
地
元
の
文
化
人
の
関
心
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
う
い
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っ
た
美
術
に
お
け
る
革
命
的
な
動
向
に
連
動
し
て
、
文
学
の
方
で
も
新
た
な

活
動
を
期
待
す
る
旨
の
記
事
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
美
術
の

革
新
的
活
動
が
、
文
学
表
現
の
革
命
を
促
す
と
い
う
状
況
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。 

 

第
二
部
で
は
、
文
化
人
同
士
の
交
流
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
で

は
、
速
記
術
の
普
及
活
動
に
携
わ
っ
た
田
鎖
綱
紀
と
宮
沢
賢
治
を
つ
な
ぐ
人

脈
と
そ
の
交
流
の
一
端
を
指
摘
し
た
。「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
方
法
を
と

っ
た
宮
沢
賢
治
に
と
っ
て
表
記
の
問
題
は
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
歩

き
な
が
ら
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、
歩
く
速
さ
で
書
く
と
い
う
筆
記
の
方
法
と
の
関

連
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
知
る
環
境
の

指
摘
も
、
表
現
の
方
法
に
つ
い
て
の
多
様
性
に
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
意
味

で
重
要
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
も
『
岩
手
毎
日
新
聞
』
の
文
化
欄

に
お
け
る
文
化
事
象
の
総
合
的
把
握
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら

れ
、
今
後
の
調
査
に
期
待
し
た
い
。 

ま
た
、
若
い
世
代
の
表
現
活
動
と
し
て
、
短
歌
に
お
け
る
革
新
的
な
動
き

の
一
端
を
、
盛
岡
師
範
学
校
の
校
友
会
誌
の
批
評
に
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

雑
誌
『
明
星
』・『
ス
バ
ル
』
の
叙
情
的
短
歌
か
ら
自
然
主
義
的
な
客
観
表
現

へ
と
移
行
し
て
い
く
現
場
の
動
き
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
同
時
に
若
い
世
代
の

歌
人
た
ち
が
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
表
現
を
磨
い
て
い
く
、
熱
意
を
持
っ
た

活
動
の
様
相
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。 

本
研
究
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
表
現
革
命
の
実
態
を
、

中
央
と
地
方
の
文
化
交
流
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
研
究
の
第
一
歩
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
文
化
史
的
研
究
は
、
中
央
に
お
け
る
文
化

状
況
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
本
研
究
は
地
方
の
文
化
状
況
に
視

点
を
置
き
、
地
方
の
文
化
が
文
化
史
全
体
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ら
明
治
末
期
か

ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
表
現
革
命
を
中
学
時
代
に
受
容
し
、
大
正
末
期
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
新
た
な
文
学
を
提
示
し
た
宮
沢
賢
治
（
一
八
九
六
～

一
九
三
三
）
と
井
伏
鱒
二
（
一
八
九
八
～
一
九
九
三
）
を
対
象
と
し
て
そ
の

周
辺
の
文
化
事
象
を
究
明
す
る
も
の
で
あ
る
。 

昨
年
度
、
福
山
大
学
の
井
伏
鱒
二
文
学
研
究
チ
ー
ム
は
、
井
伏
鱒
二
の
未

公
開
書
簡
一
六
二
通
の
存
在
に
つ
い
て
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
備
後
に

お
け
る
井
伏
の
周
囲
に
は
、
東
北
に
お
け
る
宮
沢
賢
治
の
文
化
状
況
と
同
様

の
文
化
状
況
が
あ
る
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
研
究
は
、
二
人

の
文
学
者
の
揺
籃
期
の
調
査
を
通
し
て
、
文
化
史
の
共
時
的
研
究
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。 

本
研
究
に
当
た
っ
て
、
岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
の
『
岩
手
毎
日
新
聞
』
の

一
部
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
っ
た
。
研
究
活
動
へ
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
岩

手
県
立
図
書
館
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。 

 

（
注
） 

第
一
部 

１ 

秋
枝
美
保
「
宮
沢
賢
治
の
短
歌
と
岩
手
県
の
文
学
活
動─

「
心
象
ス
ケ

ッ
チ
」
へ
の
道
程
」（『
宮
沢
賢
治
研
究

A
n

n
u

a
l  

第
二
十
五
号
』
宮

沢
賢
治
学
会
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
編
集
委
員
会
編 

二
〇
一
五
年

三
月
） 

２ 
田
中
淳
『
太
陽
と
「
仁
丹
」 

一
九
一
二
年
の
自
画
群
像
・
そ
し
て
ア

ジ
ア
の
な
か
の
「
仁
丹
」』（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ 

二
〇
一
二
年
十
二
月
） 
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３ 

『
太
陽
と
仁
丹
』
第
一
部
「
一
九
一
二
年
の
自
画
像
群
」
第
一
章
「
口

語
体
と
い
う
新
し
い
言
葉
」
６
「
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
か
ら
フ
ュ
ウ
ザ
ン

会
へ
」
一
九
四
頁 

４ 

『
萬
鉄
五
郎
全
文
集 

鉄
人
画
論 

［
増
補
改
訂
］』（
中
央
公
論
美 

出

版 
二
〇
〇
四
年
五
月
）
三
五
〇
頁 

５ 

『
新
校
本
宮
沢
賢
治
全
集 

十
五
巻
』（
筑
摩
書
房 

一
九
九
五
年
十
二

月
）
十
五
頁 

 

第
二
部 

１ 

「
日
本
傍
聴
筆
記
法
」（『
時
事
新
報
』
第
一
六
九
号
、
一
八
八
二
年
）
に

よ
り
は
じ
め
て
日
本
語
速
記
法
を
創
案
し
た
速
記
者
田
鎖
綱
紀
の
筆
名
。

田
鎖
式
と
呼
ば
れ
る
こ
の
速
記
法
は
、
弟
子
の
若
林
玵
蔵
、
林
茂
淳
ら

に
よ
る
改
良
が
加
え
ら
れ
て
実
用
化
が
進
み
、や
が
て
国
会
の
開
設（
一

八
九
〇
年
）
に
併
せ
て
そ
の
も
よ
う
を
記
録
す
る
た
め
に
速
記
が
採
用

さ
れ
る
に
至
り
、
新
し
い
日
本
語
の
文
字
表
記
お
よ
び
記
録
法
と
し
て

広
く
普
及
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
田
鎖
は
日
本
語
速
記
法
の

始
祖
と
も
呼
ば
れ
る
。そ
の
功
績
か
ら
一
八
四
九
年
に
藍
綬
褒
章
、翌
々

（
一
八
五
一
）
年
に
は
終
身
年
金
三
〇
〇
円
（
当
時
）
を
下
賜
さ
れ
、

伊
藤
博
文
か
ら
「
電
筆
将
軍
」
の
名
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
田
鎖
は
こ
の

名
を
気
に
入
り
、
し
ば
し
ば
「
電
筆
」「
電
翁
」
の
筆
名
を
用
い
て
い
る

が
、「
日
記
」
も
同
様
に
「
電
翁
」
の
筆
名
を
用
い
て
い
る
。
阿
部
旅
館

は
、
函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵
の
「
陸
中
台
温
泉 

名
所
風
景 

絵
は
が

き
」（
台
温
泉
金
谷
ホ
テ
ル
発
行
、
出
版
年
不
明
）
中
の
「
阿
部
ホ
テ
ル
」

の
こ
と
か
。 

２ 

歌
人
。『
落
葉
樹
』（
大
正
四
年
、
朔
風
社
）、『
山
霧
』（
昭
和
四
年
、
ぬ

は
り
社
）
な
ど
の
歌
集
の
ほ
か
、
口
語
短
歌
誌
『
ぬ
は
り
』
を
創
刊
し

て
岩
手
文
壇
に
名
を
残
す
と
と
も
に
、
綴
方
教
育
の
研
究
と
実
践
に
取

り
組
ん
だ
教
育
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。 

３ 

電
翁
「
日
記
（
一
）」（
一
九
一
二
年
七
月
二
四
日
・
第
三
面
） 

４ 

福
岡
隆
「
日
本
文
字
始
而
造
候
居
士
（
四
）」（『
文
学
』
四
六
巻
五
号
、

一
九
七
八
年
） 

５ 

田
鎖
綱
紀
「
広
告
」（
一
九
一
二
年
七
月
五
日
・
第
一
面
） 

６ 

田
鎖
綱
紀
「
広
告
」（
一
九
一
二
年
八
月
一
日
・
第
三
面
） 

７ 

電
翁
「
日
記
（
八
）」（
一
九
一
二
年
八
月
四
日
・
第
三
面
） 

８ 

電
翁
「
日
記
（
三
）」（
一
九
一
二
年
七
月
二
六
日
・
第
三
面
） 

９ 

佐
藤
竜
一
『
世
界
の
作
家
宮
沢
賢
治 

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
イ
ー
ハ
ト
ー

ブ
』（
彩
流
社
、
二
〇
〇
四
年
） 

10 

佐
藤
、
９
に
同
じ
。 

11 

佐
藤
、
９
に
同
じ
。 

12 

電
翁
「
日
記
（
三
）」（
一
九
一
一
年
七
月
二
六
日
・
第
三
面
） 

13 

若
山
牧
水
『
朝
の
歌
』（
一
九
一
六
年
、
天
弦
堂
書
房
） 

14 

秋
枝
美
保
「
宮
沢
賢
治
の
短
歌
と
岩
手
県
の
文
学
活
動
―
「
―
「
心
象

ス
ケ
ッ
チ
」
へ
の
道
程
―
」（『
宮
沢
賢
治A

n
n

u
a
l V

ol.2
5

』
宮
沢
賢

治
い
ー
は
と
ー
ぶ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
） 

15 

菊
池
野
菊
「
嚝
野
三
周
年
號
を
讀
む
（
一
）」（
一
九
一
二
年
八
月
一
三

日
・
第
一
面
） 

16 
菊
池
、
15
に
同
じ
。 

17 
菊
池
野
菊
「
師
範
校
友
會
雑
誌
第
十
二
號
の
短
歌
を
読
む
（
一
）」（
一
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九
一
二
年
八
月
二
二
日
） 

18 
菊
池
、
17
に
同
じ
。 

19 
菊
池
野
菊
「
師
範
校
友
會
雑
誌
第
十
二
號
の
短
歌
を
読
む
（
二
）」（
一

九
一
二
年
八
月
二
三
日
） 

20 

岩
手
県
「
師
範
学
校
」（『
岩
手
県
史 

第
十
巻 

近
代
編
』、
一
九
六
五

年
） 
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Cultural spread from Tokyo seen by "Iwate Mainichi Newspapers" 

─literature , arts and the trend of the culture in 1910 's, And 

Incunabula as an author  Kenji Miyazawa ─ 

                          Miho Akieda,Masami Tanigawa 

 

Culture in Iwate-ken has deep something to do with central culture 

from the Meiji last years to the Taisyo period. For example,Author, 

Takuboku Ishikawa and Painter ,Tetsugoro Yorozu are having the 

influence which isn't little on Japanese culture history. Then they're 

media of a newspaper and a magazine that mediated between the center 

and a local cultural exchange. In this time, "Iwate Mainichi 

Newspapers" carried new culture in space aggressively under the able 

editor. 

This paper makes the situation of the cultural spread that those days is 

new clear and investigates a foundation of the next generation's cultural 

creation by investigations of “Iwate Mainichi Newspapers”. 
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